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1 連携体制の構築

名簿
機　関　名 氏　名 備　考

国立大学法人山形大学
副学長・理事
男女共同参画推進室米沢分室長

阿部　宏慈 第１号委員　議長

男女共同参画推進室准教授 木村　松子 第２号委員

大日本印刷株式会社
研究開発センター

センター長 三宅　　徹 第３号委員
研究管理部長 大野　浩平 第３号委員
エキスパート 桑原　尚子 第３号委員

山形県公立大学法人
山形県立米沢栄養大学

学長 鈴木　道子 第４号委員
健康栄養学部長 大和田浩子 第４号委員

【参考】
山形大学ダイバーシティ連携推進会議規定（平成2７年８月５日制定）

①第１号委員　山形大学男女共同参画推進室米沢分室規定に定める分室長

②第２号委員　山形大学男女共同参画推進室米沢分室の職員　若干人

③第３号委員　大日本印刷株式会社研究開発センターの職員　若干人

④第４号委員　山形県立米沢栄養大学の職員　若干人

⑤第５号委員　その他推進会議が必要と認める者

会議議事
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）
に係る案件

ダイバーシティ
持ち回り会議

通知

平成27年度女性代表研究への支援申請（４件）の審査について 11月４日 11月17日

平成27年度女性代表研究への支援申請（追加２件）の審査について 11月17日 11月24日

共同研究への研究費支援に関する要領の制定について 10月19日 10月22日

ダイバーシティに関する外部評価委員会規程の制定について
（１回目）

10月29日 －

女性研究者対象　研究開発ワークショップ「サービスデザインプ
ロジェクト」の実施について

10月23日 10月28日

女性研究者対象　研究開発ワークショップ「サービスデザインプ
ロジェクト」の参加者募集について

10月29日 11月６日

1-1︱ダイバーシティ連携推進会議名簿・会議議事

Ⅱ. 活動報告
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ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）
に係る案件

ダイバーシティ
持ち回り会議

通知

ダイバーシティに関する外部評価委員会規程の制定について
（２回目）

11月11日 11月26日

夜間保育、休日保育、病児・病後児保育利用料補助制度の制定に
ついて（１回目）

12月18日 －

夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育利用料補助制度の
制定について（２回目）

12月25日 １月22日

キックオフ・シンポジウムの開催について 12月26日 １月７日

共同研究促進のための女性研究者シーズ集作成について １月４日 １月19日

相談員制度に関する要領の制定について １月５日 １月22日

大学院進学セミナーの開催について １月12日 １月８日

活動報告書作成要項について １月18日 １月27日

共同研究促進のための研究所紹介リーフレットの作成について １月19日 －

共同研究促進のためのスマート未来ハウスリーフレットの作成に
ついて

１月19日 －

託児サポーター養成講座の開催について １月20日 １月22日

平成27年度女性代表研究への支援申請（追加３件）の審査について １月22日 ２月12日

女性研究者研究成果発表会の開催について １月27日 ２月２日

交換留学の開催について ２月８日 ２月10日

ライフイベントによる研究中断からの復帰への研究費支援に関す
る要領の制定について

２月16日 －

博士・ポスドク対象キャリア・セミナーの開催について ２月17日 ２月19日

カンガルーの会2016への参加について ２月18日 ２月25日

ロゴマークの決定について ２月19日 －

自己啓発合宿の開催について ２月22日 ２月29日

女性研究者職場復帰セミナーの開催について ２月24日 －

先進機関視察実施要項 ２月29日 ３月10日
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1-2︱外部評価委員会名簿・委員会内容
　平成27年11月25日に山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形県立米沢栄養大

学が共同で実施するダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業に関し、外部の有

識者から意見を聞き事業をより円滑に実施するために、ダイバーシティ事業の代表機関である山形

大学にダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業に関する外部評価委員会を設置

した。

　委嘱した外部委員は、次のとおり。� （敬称略）
推薦機関 氏　　　名 現　　　　　　　　　職
山形大学 横山　正明 山形県立産業技術短期大学校長
同 小舘香椎子 日本女子大学名誉教授・電気通信大学特任教授

大日本印刷（株）
研究開発センター

日髙乃里子 帝人株式会社人事総務部ダイバーシティ推進室長

同 小野寺忠司 NECパーソナルコンピュータ株式会社米沢事業場執行役員
山形県立米沢栄養大学 合田　隆史 学校法人尚絅学院大学長

同 井上　榮子 山形県立米沢東高等学校長

　第１回の外部評価委員会は、平成28年２月24日（水）13

時20分から山形大学及び同大学東京サテライトTV会議室に

おいて開催した。当日は、年度末の多忙な時期にも関わらず、

小舘香椎子委員、日髙乃里子委員（TV会議）、合田隆史委員、

井上榮子委員の４名の方に出席していただいた。

外部評価委員会の概要

１．開会及び出席者の紹介
　委員会では、最初にダイバーシティ連携推進会議議長である山形大学理事の阿部宏慈男女共同参

画推進室長から開会の挨拶があった。次いで、外部評価委員会委員の紹介が行われ、引き続き各機

関の統括責任者及び実施責任者の紹介があった。

２．取組状況の報告
　（１）事業概要と事業計画（全体及び平成27年度）

阿部男女共同参画推進室長から、事業の概要及び事業

計画として、目標と現状分析、ダイバーシティ研究環

境実現の全体構想、共同研究の構想、支援制度の構築・

実施状況、取組の様子、女性（代表）共同研究の開始

及び今後の支援について、資料１に基づき説明があっ

た。

外部評価委員会会場の様子

概要説明する阿部理事・副学長
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　（２）実施状況の報告

・山形大学の事業の進捗状況並びに平成27年度補助金の執行状況及び平成28年度執行計画

について

　木村松子チーフ・コーディネーターから、平成27年度事業の実施状況について、引き続

き黒沼宏成事務室長から、平成27年度補助金の執行状況及び平成28年度執行計画について、

資料3-1に基づき報告があった。

・大日本印刷株式会社研究開発センターの事業の進捗状況並びに平成27年度補助金の執行

状況及び平成28年度執行計画について

　桑原尚子エキスパートから、平成27年度事業の実施状況並びに平成27年度補助金の執行

状況及び平成28年度執行計画について、資料3-2及び補足資料に基づき報告があった。

・山形県立米沢栄養大学の事業の進捗状況並びに平成27年度補助金の執行状況及び平成28

年度執行計画について

　大和田浩子健康栄養学部長から、平成27年度事業の実施状況について、引き続き加藤嘉

明法人企画専門員から、平成27年度補助金の執行状況及び平成28年度執行計画について、

資料3-3に基づき報告があった。

３．取組に対する質疑応答
　山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形

県立米沢栄養大学の連携３機関からの説明に対し概ね次のよ

うな質疑応答があった。

質問（小舘）：女性代表に研究費を支援して育成することに

ついては、代表者の所属、職位、共同研究チームの構成など、

更に大学院生が入っているかをもっと詳しく教えていただ

きたい。また、教授以外の共同研究の代表者はいるかも教

えてほしい。共同研究チームは、女性のみの構成かを教えてほしい。質問したのは、研究費の助

成を受けた後、研究者は、自立していけるか、又はその後の昇格につなげていけるかという点を

ご配慮していただきたいと考えております。後ほどで良いので、リストを出してほしい。

回答（木村・加藤）：山形大学では５名、所属の内訳として工学部３名、農学部１名、地域教育文化

学部１名です。職位の内訳としては、教授１名、准教授３名、

助教１名です。共同研究チームには、ほとんど男性が入っ

ています。山形県立米沢栄養大学では合計３名で、教授２名、

講師１名です。共同研究者につきましては、男性１名が共

同研究者として加わっております。詳細は、一覧表を作成

するので、ご覧願いたい。

質問（合田）：今回行われている事業の魅力は、国立大学、

公立大学と企業が連携して実施しているという点にありま

外部評価委員の小舘氏

外部評価委員の合田氏
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す。特に、交換留学を注視しているので、その概要を教えてください。

回答（桑原）：年１回１週間程度が目標ですが、今回は最初ということもあり、２泊３日で実施する

ことにしました。交換留学は、インターンシップとは異なり自分がやりたいことを見つけるとい

う主旨です。参加学生のアンケートを分析して実施します。この前の交換留学で大学に伺った際に、

企業の女性研究者は恵まれていると感じました。企業では、外部資金獲得制度はなく企業が捻出

するため、その苦労がないからです。交換留学では、当方から５～６名を派遣し両大学から各２

～３名の学生を受け入れる計画です。

質問（日高）：キックオフ・シンポジウムには何名参加し

ましたか。参加者の構成を教えてください。また、女

性研究者の上司は、参加していましたか。キックオフ・

シンポジウム開催の効果と参加者の感想を教えてくだ

さい。なお、サービスデザインプロジェクトに当社（帝

人）から２名を参加させていただきましたが、大変有

意義であったという意見がありましたので、お伝えし

ます。

回答（木村）：70名が参加しました。女性39名、男性31名でした。参加者の構成は、地域行政、企業、

NPOの方や他大学の研究者、報道機関などが半分を占め、残りの半分は、３機関の研究者と管理

職の方でした。シンポジウムの翌日に新聞にすぐ報道されました。

補足（山形大学劉サブ・コーディネーター）：アンケートの集計結果ですが、参加者からは「有意義」

という評価が最も多くありました。一例としては、エリザベス氏の講演での男性と女性の身体的

構造の違い（衝撃を受ける力において女性が弱いこと）に注目した技術開発が女性参加者から好

評でした。

質問（井上）：私も、管理職セミナーとキックオフ・シン

ポジウムに出席しました。意識改革になり、良い方向

に作用すると感じました。エリザベス氏の講演を聞いて、

ダイバーシティの視点での研究開発が進むことの必要

性を痛感しました。この事業での共同研究がダイバー

シティを目指した研究になることが望ましいと考えて

います。また、渥美氏の講演で、「人口減少社会におい

ては介護・育児の共同参画はmust」という指摘があり

ました。リーダーが意識改革するためにこの事業に参画することが必要だと感じました。連携３

機関全体としての意識改革は、できるのでしょうか。男性がライフイベントに参加することに対

する意識改革は、どうでしょうか。また、山形県立米沢栄養大学の支援員の業務内容について教

えてください。

回答（阿部）：女性からみた、付加価値をつけるといった観点は、サービスデザインプロジェクトは

好事例と思われます。ジェンダーセンシティブなプロジェクトを積極的に展開しております。詳

外部評価委員の日高氏

外部評価委員の井上氏
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細は木村より紹介します。

回答（木村）：女性代表の研究者たちは、研究対象が多様性をもっています。たとえば、卵の研究、

障害者、乳幼児とした研究や肺の研究なども支援しています。また、男性の意識改革として、男

性の育児や介護などライフイベントへの参画を推進していますが、今回のダイバーシティ事業では、

女性研究者中心の支援を行うため、男性研究者への支援も必要だとの意見が出されています。そ

のため、学内経費での支援を検討しています。

アドバイス（小舘）：日本女子大学でも男性支援に係る部分が減じられました。ダイバー事業（一般

型）の場合、支援は女性のみならず男性も受けられます。ダイバーシティとは、女性限定を意味

するものではないことをJSTに訴えるべきだと考えているので、是非行ってほしい。

回答（大和田）：支援員の配置は、親の介護のために時間取られ研究時間が確保できず、休日に行う

ことになるため、これを補うために支援しています。支援内容は、文献の収集、まとめ、データ

の入力、整理などです。

回答（桑原）：DNPでは、サービスデザインプロジェクトに参加した女性研究者たちは活動を通して

意識アップしています。入社３年の女性をリーダーにして活動を展開し、入社６年目の女性がファ

シリテーターに、更に上位職の男性が参加しています。昨日行われたフェーズ１では、女性研究

者たちのみでしたが、フェーズ２では、2016年４月から男性社員も入り、連携２機関から男性研

究者、地域からも研究者に参加して貰い、20～30名で行う予定です。また、事業総括責任者のセ

ンター長がイクメンをしており、男性及び女性の子育て社員との対話会を開催し、子育て経験を

話しています。

４．全体評価（指導・助言）
　外部評価委員から、概ね次のような指導及び助言があった。

小舘委員：交換留学プログラムをぜひご活用いただきたい。博士課程進学セミナーも活かしていた

だき、社会人ドクター（たとえばＤＮＰから社会人ドクター）を取得いただくなど連携型のモデ

ルになりますように期待しております。

合田委員：同じ大学という立場で、これまで評価される側でしたが、外部評価委員としては初めて

です。この場合、皆様は数値目標として挙げていますが、女性限定公募、女性代表の共同研究の

展開など積極的に取り組まれています。ダイバーシティという観点、研究者の方々が大学ないし

国の発展のためにやっているということに自信を持ってほしい。女性だけではない、職場全体の

環境作り、企業に見習い、男女を問わず、大学の研究環境を整えることを期待しています。

井上委員：山形県では、県機関や企業がイクボス宣言に取組んでおり、山形創生の観点から職場全

体の環境作りが重要です。この事業は、高大接続や裾野拡大の観点から見て、実り多いものと考

えています。山形県は、国の目標のもと、第６次教育振興計画で探究型学習へ大きく転換し、科

学教育の振興に力を入れ、理系の女子生徒も後押ししています。裾野拡大の観点から、職業とし

ての女性研究者の姿や本事業の進展が、高校にも分かりやすい形で伝わってくるようにしてほし

いと思います。高校教育では、平成６年の家庭科男女共学を契機に男女共同参画の意識が変わっ



026

てきました。高等教育機関においても、景色が変わり、女性の姿が見えてロールモデルが増える

ようになってほしい。

日高委員：当社は、米沢市が発祥地であり、深い関係にあります。また、女性が多い企業というこ

とから、この度外部評価委員に依頼されたと考えています。当社は、15年前に男女共同参画推進

室が作られ、その後、名前変えて「ダイバーシティ推進室」になりました。ポジティブアクショ

ンだから、女性が管理職になったという風潮がありました。男女共同参画の社会としては、結果

が必要になりますが、女性だからということではなく進めてほしい。研修会等にトップが出てダ

イバーシティの説明を行うなどの積極的な取組みが必要だと考えています。大学全体で実施して

いることのアピールが不可欠だと思います。資料１の５頁目に書かれている二重丸の実施されて

いるものですが、サイクルの中ではありますが、同時に行われていることが素晴らしい。

５．閉会挨拶
　外部評価委員会の閉会にあたり、鈴木道子山形県立

米沢栄養大学長から、「本日いただいたご意見に基づき

ダイバーシティの推進を図ること、女性共同研究のテー

マがダイバーシティ推進につながるか研究成果をどの

ように反映させられるかなどを今後検討したい。そして、

この事業が地域につながるように進めて行きたい」旨

の挨拶がありました。

閉会挨拶する山形県立米沢栄養大学
の鈴木道子学長
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1-3︱ダイバーシティ連携推進会議事務局（推進室・米沢分室）活動記録
４月30日　平成27年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

（連携型）」申請提出

７月13日　平成27年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

（連携型）」選定結果について通知

７月21日　山形大学男女共同参画推進委員会（担当理事他17名）の開催

８月５日　山形大学男女共同参画推進に関する規程改正、山形大学男女共同参画推進室米沢分室規

程制定

８月５日　山形大学ダイバーシティ連携推進会議規程制定

８月31日　理学部・女性研究者裾野拡大セミナー「理学部で何ができるのか？　女子高校生のため

の山大理学部案内」の開催（山大独自経費）

９月11日　平成27年度科学技術人材育成費補助金交付決定通知

９月28日　研究支援員に関する要領制定

９月28日　研究支援員制度申請受付開始

10月１日　山形大学男女共同参画推進室米沢分室（ダイバーシティ連携推進会議事務局）の設置

10月１日　米沢分室に事務補佐員１名、相談員１名着任

10月１日　ダイバーシティ連携推進会議（３機関７名）の設置

10月１日　４名の女性研究者に研究支援員を配置

10月13日　米沢分室にサブ・コーディネーター１名着任

10月22日　女性代表共同研究費支援制度制定

10月22日　平成27年度後期分の女性代表共同研究支援制度申請受付開始

10月23日　第一回男女共同参画推進室米沢分室会議の開催

10月23日　３機関合同共同研究促進セミナー＆ダイバーシティ研究環境実現　管理職研修会「女性

研究者のこれまでとこれから～今がチャンス！未来創造への参画の期待～」の開催

11月１日　米沢分室にサブ・コーディネーター１名着任

11月２日　工学部・女性研究者裾野拡大セミナー「理系研究の魅力とは～山形大学YU-COE（Ｃ）

TASTY拠点研究紹介～」（山大独自経費）

11月９日　大日本印刷研究開発センターの企画によるサービスデザインプロジェクトのキックオフ

ワークショップの開催

11月17日　女性代表共同研究４件の支援決定

11月25日　外部評価委員会規程制定

11月27日　女性代表共同研究２件の支援決定

11月30日　年度計画中間評価（内部評価）の実施

12月１日　米沢分室に事務補佐員１名着任

12月２日　米沢分室よりメールマガジン「ぱれっと通信（第45号）」配信

12月３日　山形県立米沢栄養大学の企画による「外部資金獲得セミナー～科研費を中心として～」

への参加

12月４日　サービスデザインプロジェクト・研究プロセスヒヤリングワークショップの開催（帝人［協

力機関」）

12月７日　サービスデザインプロジェクト・研究プロセスヒヤリングワークショップの開催（米沢

栄養大学）



028

12月８日　サービスデザインプロジェクト・研究プロセスヒヤリングワークショップの開催（山形

大学）

12月10日　サービスデザインプロジェクト・研究プロセスヒヤリングワークショップの開催（大日

本印刷研究開発センター）

12月14日　文部科学省主催「平成27年度科学技術人材育成費補助事業シンポジウム」への参加

12月16日　科学技術振興機構（JST）科学技術プログラム推進部訪問調査

12月19日　理学部・女性研究者裾野拡大セミナー「理学部研究室訪問」の開催（山大独自経費）

12月24日　外部評価委員６名の委嘱

１月13日　サービスデザインプロジェクト・第１回共創ワークショップの開催

１月15日　米沢分室よりメールマガジン「ぱれっと通信（第46号）」配信

１月20日　研究支援員制度利用者の申請受付開始

１月20日　大学院進学セミナー「フランスで女性博士はどのように育成されるか」の開催（フレッ

クス大学院共催）

１月22日　保育利用料補助制度の関する要領制定

１月22日　相談員制度に関する要領制定

２月２日　サービスデザインプロジェクト・第２回共創ワークショップの開催（～２月３日）

２月４日　３機関合同キックオフ・シンポジウム「未来の生活創造への女性の参画」の開催

２月11日　大日本印刷研究開発センターの企画による交換留学の実施（DNP→大学）（～２月13日）

２月12日　女性代表共同研究２件の支援決定

２月17日　大日本印刷研究開発センターの企画による交換留学の実施（大学→DNP）（～２月19日）

２月18日　米沢分室よりメールマガジン「ぱれっと通信（第47号）」配信

２月23日　サービスデザインプロジェクト・第３回共創ワークショップの開催

２月24日　外部評価委員会の開催

２月26日　託児サポーター養成講座の開始（学生、一般対象）（～３月４日）

３月２日　米沢キャンパスで博士・ポスドク対象キャリア・セミナーの開催

３月３日　小白川キャンパスで博士・ポスドク対象キャリア・セミナーの開催

３月９日　米沢栄養大学の企画による女性研究者研究成果発表会への参加

３月９日　サービスデザインプロジェクト・Ｈ27年度成果報告（大日本印刷研究開発センター）

３月11日　大日本印刷研究開発センターの企画による女性研究者職場復帰支援セミナーの開催

３月12日　大日本印刷研究の企画によるカンガルーの会2016への参加

３月14日　サービスデザインプロジェクト・Ｈ27年度成果報告（米沢栄養大学）　

３月15日　サービスデザインプロジェクト・Ｈ27年度成果報告（山形大学）

３月18日　先進機関視察訪問（九州大学）

３月21日　大日本印刷研究開発センターの企画による自己啓発合宿への参加（～３月22日）

３月22日　米沢分室よりメールマガジン「ぱれっと通信（第48号）」配信

３月30日　スマート未来ハウス紹介リーフレット及び研究所紹介リーフレットの発行

３月30日　３機関の女性研究者シーズ集の発行

３月30日　サービスデザインプロジェクト・Ｈ27年度成果報告（帝人「協力機関」）

３月31日　平成27年度ダイバーシティ連携推進報告書の発行
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2 意識改革

３機関合同　ダイバーシティ研究環境実現　管理職研修会

目　的：「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）」の採択を受けて、６年間の事業

実施に当たり、３機関の管理職や女性研究者をはじめ、関係する方々の事業内容に対する

理解を促進し、支援制度等の有効な活用を図る。

日　時：平成27年10月23日　13：00～17：00

会　場：山形大学工学部　百周年記念会館セミナールーム

日　程：１　開会挨拶　15：00　小山清人（山形大学長）

２　講　　義　15：05　「研究環境のダイバーシティ実現に向けて～科学技術・学術分野

における女性の活躍促進～」

　　　　　　　　　 高橋耕輔氏（文部科学省科学技術　学術政策局　人材政策課係長）

３　特別講演　15：30　「女性研究者のこれまでとこれから～今がチャンス！　未来創造

への参画の期待～」

　　　　　　　　　 小舘香椎子氏（日本女子大学名誉教授、電気通信大学特任教授）

４　事業紹介　16：30　・「支援体制について」

　　　　　　　　　　 大和田浩子（山形県立米沢栄養大学健康栄養学部長）

　　　　　　　　　 ・「研究開発ワークショップ・交換留学プログラムについて」

　　　　　　　　　　 桑原尚子（大日本印刷株式会社研究開発センター　エキスパート）

　　　　　　　　　 ・「各種支援制度について」

　　　　　　　　　　 木村松子（山形大学男女共同参画推進室　准教授）　

５　閉会挨拶　16：55　阿部宏慈（山形大学理事・副学長・男女共同参画推進室長

参加者：49名（３機関の大学・企業関係者、行政関係者、学生、一般等）

１．開会挨拶　小山清人（山形大学長）

　本日は、高橋耕輔様、小舘香椎子先生にお越しいただきましたこと、

また連携機関であります山形県立米沢栄養大、大日本印刷株式会社研

究開発センターの方々をはじめ多くの方々にご来場いただき本当にあ

りがとうございます。先ほど小舘先生にお会いしまして、８月に出版

さ れ ま し た ご 著 書『Japanese women in Science and Engineering : 

History and Policy Change』をいただきました。明治の初期から現代

2-1︱管理職セミナー
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に至るまで、女性たちの活躍について非常に興味深い本をいただきまして、今日のお話も楽しみに

しています。

　この度、山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター、山形県立米沢栄養大学の３機関は文

部科学省ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）の事業に採択されました。これか

らの事業の推進は、３機関の努力はもちろんでありますが、ここにお越しの皆様のご協力なくして

はなしえませんので、何卒よろしくお願い致します。

　山形大学としましては、昨年、飯田キャンパスに次ぐ２つ目の保育所を小白川キャンパスに開設

いたしました。工学部のある米沢キャンパスも、保育の充実した環境は必要であると考えておりま

して、女性研究者の増加と共に環境整備をしていきたいと思っているところです。

　工学部の女性研究者比率はおよそ４％と非常に低く、全国的な傾向ではありますが大きな問題です。

私の印象では、学部の学生や大学院生の女性割合は増えてきていると思いますが、教員公募への女

性の応募は少ないです。我々の意識の問題や大学の研究環境の整備の問題など、様々な観点から問

題解決を進めていくことが非常に重要だと考えています。

　このような状況の中、お二人の講師の方からダイバーシティ研究環境実現に向けてお話を伺い、

本日お越しの皆様方と一緒に進めていきますことを願って、私の挨拶とさせていただきます。

２．講義「研究環境のダイバーシティ実現に向けて～科学技術・学術分野における
女性の活躍促進～」高橋耕輔氏（文部科学省　科学技術政策局　人材政策課係長）

　本日は現状、動向、主な取り組み、今後の期待の４つの

観点でお話させていただきます。

　まず現状認識ですが、我が国は、特に第３期科学技術基

本計画において女性研究者の採用に関する数値目標を定め

るなど、女性研究者の登用、活躍促進に取り組んでおり、

女性研究者数及び研究者総数に占める女性研究者の割合は

増加傾向にありますが、先進国の中ではなお低い水準であり、

この現状認識が後で申しあげる政策の背景となっています。

　中でも、特に理学・工学・農学の分野では学生数に占める女性の割合、女性研究者の割合、上位

職登用いずれも厳しい状況です。

　また、研究者として30代後半は一番成果を出す重要時期ですが、一般に女性の年齢階級別労働力

率の変化をみると、30代後半でＭ字カーブを描いており、出産、育児と研究との両立を図る研究環

境のダイバーシティを実現していく必要があります。

　続いて、女性の活躍促進に関する動向をご紹介させていただきますと、本年６月26日に「女性活

躍加速のための重点方針2015」が策定され、また、９月４日には「女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律」が公布されるなど、政府としての取組が進められております。また、女性の職

業生活における活躍の推進に関する法律では、政府としての取組だけでなく、大学を含む民間事業

主が事業主行動計画を定めることなどが定められております。
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　また、科学技術分野では、特に第３期科学技術基本計画において、数値目標を定めて取り組んで

きたところであり、第５期に向けて、女性活躍促進が盛り込まれる方向で検討が進められています。

　また、科学技術基本計画だけではなく、第４次男女共同参画基本計画においても、科学技術・学

術における男女共同参画等が盛り込まれる方向です。

　文部科学省としても、科学技術基本計画等を受けて、女性研究者の活躍促進について、研究環境

の整備等に取り組む大学の支援など各種の事業を進めてきたところです。特に、平成27年度は従来

の女性研究者研究活動支援事業を改め、ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブという事業を

開始しております。

　最後になりますが、我が国全体における研究環境のダイバーシティ実現に向けて、学長のリーダー

シップのもと、個々の大学の特性を生かし、大学の有する様々な機能を通じた、一貫性のある取組

みを積極的、継続的に展開していただくことを期待しております。

　ご清聴どうもありがとうございました。

３．特別講演「女性研究者のこれまでとこれから　～今がチャンス！未来創造への
参画の期待～」小舘香椎子氏（日本女子大学名誉教授・電気通信大学特任教授）

（１）はじめに

　皆様、こんにちは。小舘と申します。今日はダイバーシ

ティ研究環境実現に向けて、スタートに当たる日と伺って

参りました。ご採択、誠におめでとうございます。女性研

究者支援モデル育成で採択になった各大学が、ぜひ連携型

につなげていきたいということで、案を練ったことと思わ

れますが、最終的に書類を申請できたところは少ないので

はないでしょうか。なかなか連携が出来なくて断念をした

大学を存じ上げておりますので、山形大学の行動力と大日本印刷、米沢栄養大学のご健闘を心から

喜び申し上げます。また、こういう講演の機会をいただきましたことを大変ありがたく思っており

ます。

　私は、女性研究者支援モデル育成事業に山形大学が採択されました時にもシンポジウムで講演を

させていただいたので今回が２回目になりますが、ご縁をとてもうれしく思っております。

　研究についてご紹介をいただきましたが、マイクロオプティクスと光エレクトロニクスの応用研

究をかなり長い間、日本女子大学を６年前に退職するまでやってまいりました。同時に理系女子の

教育や、応用物理学会、学術会議等で理系女性の人材育成ということにも長く関わってまいりました。

企業との連携ということで一言だけご紹介したいことがあります。ハードウエアのアルゴリズムを

ソフト化しまして、教え子と一緒にベンチャーを設立いたしました。今は、電気通信大学の認定ベ

ンチャーになっておりますけれど、今年で８期目を迎えまして、社員は少ないのですけれどどうに

か給与を払って今日までやってきております。

　そのような経験を踏まえまして、お話申し上げたいと思います。
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（２）リケジョの国際比較

　欧米諸国では、ビジネスや政治の世界、大統領や首相というものにもずいぶん女性が出てきてお

ります。ですけれどもいろんな問題が残っているのも事実です。フェイスブックのCEOサンドバー

グさんがお書きになった著書があります。村井章子さんという方が翻訳をして日本でもだいぶ読ま

れているので関心のある方はご存知かと思いますが、欧米の状況がよく分かります。日本を含めて

東アジアはまだまだ進んでいません。安倍晋三内閣が「女性が輝く日本へ」ということで、いろい

ろと省庁を含め後押しされておりますが、日本では女性研究者の占める割合は14.6％で、企業は大

学に比べますと、数字が低い状態です。一番多いのは薬剤師というのがグラフから分かります。

　科学技術立国を目指す日本の現状はどうかといいますと、東京大学など７帝国大学に一橋大、東

工大、早稲田大、慶應大を含めた11大学のデータをもとに発表されているものを見ますと、国際科

学雑誌における日本の発表論文数が低いということはご存知かと思いますが、つい先月、発表され

た大学ランキングで、東京大学がアジアのトップの座を奪われたということです。日本が高水準で

継続的に成長してきた時代と比べて、不透明になり、日本の科学技術の先は不安な状況になってい

るのではないか、と言えます。高度イノベーションの人材が求められています。私見ですけれど、

グローバルな人材の育成と活用の促進、多様性と受容性が重要であり、特に多様性のところでは活

用されていない理系女性人材の大胆な採用が必要です。また、海外経験豊かな日本人を活用すると

いうことがほとんどなされていません。そのため日本の若い人たちは海外に出ていきません。学術

振興会委員会でもよく話題になるところですが、戻ってくる場がないから、その保証がないからです。

海外でいろんなポストを経験した人、業績を上げている人との共同研究といった視点も取り込んで

いけばいいのではないでしょうか。もちろん外国人の活用も大事だと思います。

　最近の明るい話題として自然科学系のノーベル賞の受賞者がテレビなどで報じられています。私

立大学は、科研費をとれるまで業績を積むことがなかなかできないため、科研費を取りにくい状況

にあります。そこで、大村先生は企業と一緒に共同研究をして研究費を補充し、成果を上げました。

梶田先生もそうです。カミオカンデやスーパーカミオカンデのところでは採算を度外視して浜松ホ

トニクスという企業の協力があってこそ取れた受賞ではないかと思います。つまり、産学共同とい

うことは、実はすでに成果を上げており、大事な方向を示しているのではないかと思います。

　さきほど学長先生から本の紹介がありましたが、著者は私の次男で今海外の大学におりまして、

女性研究者支援にかなり関心を持ってくれましたので、一緒に出版しました。その中で書いており

ますのがリケジョです。先ほど、日本はなぜ女性研究者が少ないのか、というご質問がありましたが、

欧米ではかなり早い時期から女性の教育がスタートしていたのです。どこでスタートしたのかとい

いますと、よく映画などでご覧になるように、貴族は学校に子どもをやらないで、家庭教師を雇っ

て自分の子女を教育しました。家庭教師をつける際に能力が高いことが望まれるため、教育機関が

できました。また、スイスのチューリッヒ大学医学部が1864年、パリ大学医学部が1867年に女性

の入学を認めています。これと比べると日本の大学の門戸が女性に開かれるのは非常に遅かったの

です。教員養成や医学の必要上から、この分野では女性の社会進出は早かったのです。　　

　欧米のリケジョとして有名なのはマリー・キュリーですけれどもそれ以外にも、ロシアの数学者
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とかアメリカの数学者とかリケジョとしてすぐれた先達がおりました。マリー・キュリーについて

は来年の春には映画が公開されるようですので、是非見たいと思います。

　日本ではジェンダーギャップ指数が136か国中104位で、政治の分野と経済の分野で女性の進出

が非常に遅れています。もうひとつこれもよくご存じだと思いますが、人間開発指数があります。

教育の機会は男女平等ですから、日本は恵まれていて187か国中10位です。しかし、教育を受けた

女性を十分に活用してこなかったというところに問題があります。韓国では、梨花女子大学が数年

前に工学部を作りました。政府とタイアップして女性の育成の場を作ったことで、この分野では一

気に日本を追い抜いたということです。それともう一つ、女性研究者を育成するのに大事なのは博

士課程にどれだけの学生が進むかということ、これもびっくりするくらい日本は低い割合です。つ

まり研究者の女性の割合も博士課程の女子学生の割合も低いのです。なぜ理系女子が少ないかとい

うと、個人、家族、組織・制度、社会文化の４つの次元で考えられます。「女の子は理系なんていか

なくてもいい、行っても就職がない」というような家族のアドバイスや意見、それから組織・制度

の次元もあります。育児休暇とかいろんな形で制度の改善はされていますが、その外側の社会文化

の次元では、まだそこまでいっていないのではないでしょうか。

　最近、ワールドカップでラグビーの五郎丸選手が「ラグビーが日本の中での文化にならなければ

継続はあり得ない」と言っていましたが、女性が仕事を持ち、自分の能力を生かすということが社

会の文化として当たり前の状況にならないと、14.6％という女性研究者比率も増えていかないので

はないかと思っております。日本でリケジョが少ないのは、社会文化的要因が強かったためです。

　ある新聞が、ノーベル賞受賞者お二人の奥様の内助の功が素晴らしかったということを非常に大

きく取り上げていましたが、別の新聞では、「信じられない。内助の功がなければノーベル賞まで行

かないのか。そうではなくて、早く日本から女性のノーベル賞受賞者を出さなければならない」と

いうことが書かれていました。

（３）女子教育のあけぼのと戦後50年にみられる女子教育・職業選択

　日本の女子教育は一言で言うとまだ始まったばかりです。1880年のスタートで、諸外国と比べる

と非常に遅れています。津田梅子、山川捨松、永井繁子という３人の女性がアメリカに留学したの

が発端で、その後、専門学校ができました。「八重の桜」でもやりましたように同志社大学とか東洋

英和とかキリスト教系の学校ができ、教師を養成する学校、女子高等師範学校としてお茶の水大と

奈良女子大ができました。明治時代に教育改革はありましたが、長いこと、教師と医師くらいしか

養成しなかったのです。手前勝手になりますが、日本女子大は、今の朝ドラの「朝が来た」でやっ

ておりますように、1901年に初めてできたのですが、割烹着は日本女子大が着物を着て実験をする

ために考案したものです。

　旧帝国大学で女性が入学を許可されたのは1913年で、東北大学が最初です。３人のリケジョが生

まれました。国は反対だったのですが、学長の沢柳先生が入学を認め、これが日本で最初の帝国大

学への入学です。先ほどの「なぜ、女性研究者が少ないのか」というご質問の回答としては、女性

の理系教育の始まりが非常に遅かったことが現在につながっている、ということです。



034

　第２次世界大戦後はいろいろな人の活躍がありましたが、研究だけに没頭するわけにはいきませ

んでした。男女雇用機会均等法が、女性の職場進出を促す機会になりました。最初、女性は短期大

学への進学の方が多かったのですが、徐々に４年生の大学に進んでいきました。1960年代に早稲田

大学の某教授が、文学部に女子学生が増えたことから、女子学生が大学に進んだら国は亡びるとい

う女子大生亡国論を出しまして議論になりました。1990年代に入ってから女性の高学歴化が言われ

ました。私大では早慶は30％を超えておりますし、筑波大も40％を超えています。高いと思うでしょ

うが、アメリカやイギリスなどは50％近いです。人口の半分は女性ですから、50％近い女性が大学

で学ぶのは極当然のことですが、まだそこには至っていないのが現状です。

（４）男女共同参画の推進と女性研究者活躍への支援

　男女共同参画に向けた動きとして、国際機関では1970年代に始まりましたが、日本では1994年

に男女共同参画室がやっとできまして、学術会議でもそこから始まりました。猿橋先生お一人が女

性の学術会議議員で、それを改善しようと言われて、私が応用物理学会の副会長をしている時に男

女共同参画委員会を作り、そのあと各学会が連携して男女共同参画連絡会というのを作りました。

その頃、日本社会の大転換が起き、「夫は仕事、妻は家庭」という性別役割分担の考え方を変えてい

かなくてはならないということになりました。安倍内閣の「女性が輝く社会」がまさにそうです。

なぜ変わったかというと、世界各国に比べて日本は出生率が低いからです。アイルランドと比べて

みると、65歳以上の人口の比率はアイルランドの倍もあります。日本は非常に高齢化が進んできて

います。つまり能力があるのに今まで活用されていなかった女性がこれから活用されていかないと

国は大変なことになります。

　今まで働く女性は、「え？何で働くの？大丈夫？」と言われていましたが、これからは働いて、自

分の専門を生かしてください。今はチャンスです。こういうことは今までなかったのです。

　学術会議も20期42人の３倍になりました。私もこの時に学術会議の会員をさせていただき、男女

共同参画委員会を作りまして、いろんな問題を検討してまいりました。理工系の女性も増えて研究

者は大学の方が働きやすいなと、思っていたのですが、最近の企業は女性が働きやすいようにいろ

いろと考えています。研究もグループで研究することができます。それに対して大学の研究者は、

個人が出産や育児で休暇を取る間はシャッターが閉まっている状態ですから、開店休業では成果は

出ません。大学は非常に厳しい環境だと言えます。企業で女性が自分の能力を生かせることは、恵

まれた環境であるということをもっとPRしていただきたいと思います。

　工学系と生物系を比べると、明らかに生物系の女性が多く、工学系は女性が少ない。ところが今

融合が進んでいます。専門が生物系であっても社会科学系であっても工学部で研究テーマを展開す

ることができます。つまりイノベイティブな研究ができるということです。

　応用物理学会は学会としていろんなことをやってまいりました。女性はなかなか賞が取れないと

いうので、私が基金を出しまして応用物理学会に賞を作ったりもしました。

　前回伺った時に、山形大学はアンケートを４年間も丁寧におとりになっている。そのアンケート

でうれしい結果がありました。夫は外で働き妻は家を守るべき、という質問に対して、山大の先生
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は内閣府の全国調査と大きな差があって必ずしもそうは思わない、ということがすでに2008年から

2011年の調査で出ています。全国の中で非常に高い数値になっています。意識の高い大学の集団で

はないかと拝見していました。

（５）「今がチャンス！」未来創造への参画の期待

　指導的地位に女性が就く割合を2020年までに30％にするのが国の大きな目標です。なぜ30％な

のかというと30％いれば組織の意思決定に影響を与えることができるということが具体的なアン

ケートや実績から出てきております。

　先日の日刊工業新聞がかなり大きく「女性研究者、日本の未来を担う」という記事を書いていま

した。自然系も工学系も女性が少ないですが、工学系は女性が2.3％から4.3％まで増えています。

大学でも50％以上女性教員は増えている。企業でも働く女性が増えている。これは大変前向きな結

果が出ているかと思います。ただし諸外国と比べると日本はかなり低いです。　　　　

　それから取締役会の女性の比率も低い。これはぜひ各企業が頑張って増やしていただきたいとこ

ろです。課長職は増えていますが、なぜか部長職は減っています。企業は大学よりも進みが早いと

思いますので期待したいところです。

　経済産業省とか厚労省とかがいろんなことを進めています。「見える化しよう」ということで、

16項目で評価しまして女性にとって働きやすく活躍できる優良企業トップ10をあげています。これ

を女子学生が見たとき働きやすさの物差しにもなるし、企業側はぜひここに名前を載せたいという

ことで改善が進みます。これは経産省がやっているダイバーシティ100選ですが、今年、大日本印

刷株式会社はこの中に入っています。優良企業であるということがわかります。

　次に、私の研究室で育った学生たちの事例を紹介させていただきます。私の研究室は非常に忙し

い研究室で、卒論の配属が決まると２月から卒業までほとんどイベント続きです。展示会をやったり、

先輩と交流をしたり、夏合宿では映画を見てナイトディスカッションをするとか、本を決めて読書

会をするとか、学会で発表するとか、最後の追いコンでは、ディズニーランドにもディズニーシー

にも何回か行きました。おそろいのシャツを作ったりもしました。モットーはいろいろあるのですが、

ご紹介したいのは「風通しの良いオープンラボ」です。企業や他大学からの共同研究をずいぶんや

りました。大日本印刷とも共同研究をやらせていただきました。いろんな大学や企業と研究をする

ことで、卒業してからどんな技術者、研究者を目指せばいいのか日常的に学べます。学生の数が増

えるごとに投稿論文の数も増えていきました。博士号を取得した学生が14人おります。学生が言っ

たことですけれど「研究室時代は非常にいい仲間ができた」、「先輩と交流ができた」、「企業との共

同研究が非常に役に立った」ということです。14人は挫折することなく、いろんな問題は抱えてい

ますけれども子育てをしながら研究を続けています。

　やはり環境が大事です。つまりロールモデル、同僚、仕事をして前を向いて歩いていくのが当た

り前という環境です。働くのが当たり前、子育てするのが当たり前、両立するのが当たり前、だけ

どそれはものすごく大変です。一人ではできません。企業や大学のご助力をいただいて、がんばろ

うねという集団ができればそんなに難しい事ではないというのが私の感想です。
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（６）おわりに

　今日に至るまで、つまり「女性が輝け」と言ってもらえるまでに随分時間がかかったと思います。

社会情勢の変化もあったかと思いますが、支援をして下さる省庁の方とか大学の学長はじめリーダー

の方とかのご支援のもとに、当事者があきらめないで前に進んできた結果、ここまでこられたので

はないかと思っております。

　2020年までに30％の女性リーダーを、という目標を目指して関係者が頑張るということが非常

に大事で、さきほどの「なんで日本は最低なの？」という質問を受けないで済むように早くなれる

といいのではありませんか。そのために未来の生活創造に向けた女性の参画というこのプロジェク

トは非常に大事です。また、米沢栄養大学が参加していること、女性の多い大学ですからこのプロジェ

クトの中に参加することで新たな刺激があって、新しいイノベーションが生まれるのではないかと

大変期待し、応援をしたいと思っております。
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４．質疑応答

質問者：科学において女性が活躍していくのは当たり前の事なのに、なぜそれができていないのか

気になることです。企業では、テクノロジーをやっていることも多いのに、大学だと例えばバイオ

には女性はやってきますが、機械や電気にはくる人は少ないというのが私見ですが、どうですか？

小舘：ずいぶん昔、東工大の先生が女性教員を採用したいと言われました。なぜですかと申し上げ

たら、女性教員がいないと女性が入ってくれないと仰っていました。東大の電気の女性教員は１人

しかいないなど、ロールモデルが少ないのです。同じく、東大に女性教授がいるのですね。彼女の

周りにはやはり女子学生がいらっしゃいます。一人と言わず二人とか女性教員を積極的に採用して

いただきたい。

　昨年、有名な女子進学校の校長先生や進学担当者と意見交換をしてきました。工学ということに

狭くしてしまうとなかなか自分が興味を持てる分野が見えてきていないということを仰っています。

資格のとれる医学部には積極的に進みます。さきほど薬学部が女性の比率が高いという話だったの

ですが、薬学部が６年制になってから薬学部に進学する学生はほとんどいないという話でした。

　一般的に女性は数学が苦手だから工学部に行かないのじゃないかと言われていますが、数学が苦

手とは考えていません、ということです。やはり興味が持てるかどうか。テレビドラマである分野

が出てくるとそういう分野に行きたい、というのもありますから、例えば物理系とか工学系の非常

に興味深いドラマでも流したらどうですかと高校の先生が言われました。そうするとそこに夢が持

てるのではないのでしょうか。興味をどうやって引くかということではないかと思います。

　理科の教師に工学部出身者はなかなかなれません。高校生や中学生は工学部がよくイメージでき

ません。だから工学部というものを分かってもらえるような仕組みづくりが実は必要じゃありませ

んか。出前授業は非常に工学部のPRにはなると思います。

５．アンケートの集計結果

　アンケートの回収数は24（有効回収率48.9％）。問１～５の結果は図の通りです。
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３機関合同キックオフ・シンポジウム「未来の生活創造への女性の参画」

目　的：山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形県立米沢栄養大学との連携によ

る事業がスタートして５ヶ月が経ち、様々な支援に取り組んでいるところである。その取

組を紹介すると共に、国内外で先導的な役割を担っている講師の方々を招き、なぜダイバー

シティが必要なのか、社会の変化やこれからの働き方、求められる環境創りや研究の方向

などを一緒に考え、参加者が交流する機会とする。

日　時：平成28年２月４日　13：30～16：40

会　場：東京第一ホテル米沢

日　程：１　開会挨拶　　　13：30　小山清人（山形大学長）

　　　　２　連携機関挨拶　13：35　大野浩平（大日本印刷株式会社研究開発センター　研究管理

部長）

大和田浩子（山形県立米沢栄養大学　健康栄養学部長）

　　　　３　取組紹介　　　13：45　木村松子（ダイバーシティ連携推進会議　担当コーデイネー

ター）

　　　　４　基調講演　　　13：55　「大学・企業に、今なぜダイバーシティが必要か」

渥美由喜氏（内閣府少子化危機突破タスクフォース政策推進

チームリーダー、厚生労働省政策評価に関する

有識者会議委員、民間シンクタンク研究部長）

　　　　５　特別講演　　　14：55　「研究・イノベーション・発展におけるジェンダーの新たな

視点。男女共同参画は女性に限らない」

Dr. Elizabeth Pollitzer（EU欧州委員会ジェンダー問題専門ア

ドバイザー、ロンドンの女性研究者団体「ポーシャ」（1997）

の共同設立者・理事、科学技術分野（STEM）における男女

平等に取り組む国際研究者団体ジェンダー・サミットの共同

設立者）

　　　　６　質疑応答　　　16：05　コーディネーター　阿部宏慈（ダイバーシティ連携推進会議

議長）

　　　　７　閉会挨拶　　　16：35　大場好弘（山形大学理事・副学長）

参加者：70名（大学関係者、企業関係者、行政関係者、学生、一般等）

内　容：

１．開会の挨拶　代表機関　山形大学長　小山清人

　みなさん、こんにちは。この３機関のキックオフ・シンポジウムにお越しいただきましてありが

とうございます。これからダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業を始めていくわけですが、

2-2︱キックオフ・シンポジウム
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ここにご参加いただきました方々のこれまで以上のご支援・ご協力を

いただかないと、この事業は成功できません。本日のシンポジウムを

機会に、さらに一層のご支援をいただきたいと思います。

　大学全体の教員構成についてお話をしますと、工学部の女性教員は

約５％という状況で、全体でも約14％くらいと非常に少ないです。教

員を増やすには教員の卵である学生を増やさなければなりません。

　最近、理系の女性の学生は増えておりまして、ドクター取得者も増

えています。人文学部ですと女性のドクターも多いのですが、大学の

教員公募にあまり応募していただけません。何が問題なのか、という

のが前々からの私の疑問です。いろいろな環境の問題があるのだと思います。

　それを考え、解決するのがこのダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業です。女性の研

究者を増やすことだけが目標ではないのですが、結果として達成できるよう考えていかなければな

らないと思っております。皆様のご理解をいただき、また本シンポジウムが有意義なものとなりま

すよう祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたします。

２．取組報告　木村松子（山形大学男女共同参画推進室　チーフコーディネーター）

　皆様、本日は誠にありがとうございます。ダイバーシティ

連携推進会議担当のチーフコーディネーター木村でございま

す。どうぞよろしくお願いします。

　ダイバーシティ研究推進実現イニシアティブの採択を受け

ましてダイバーシティ推進事業に取り組んでおります。３機

関というのは千葉県柏市にあります大日本印刷（株）研究開

発センター、山形県立米沢栄養大学でございます。本日ご報

告しますのは現状分析、全体構想、共同研究の構想、支援実

施状況、具体的な取り組みの様子、開始されました女性の共同研究の紹介、最後に今後の支援につ

いてです。

　多様な人々が活躍できるダイバーシティの実現に向けての大きな課題はやはり男女共同参画でご

ざいます。特に女性研究者を増やすことが大きな目標になっています。山形大学、大日本印刷研究

開発センター、山形県立米沢栄養大学の３機関は、それぞれ数値目標を掲げました。これは、昨年

４月の申請時の数字ですので、現在は既に改善されてきております。この事業は３年間の補助を受

けまして、その後３年間は自己経費で行い、６年間で達成するものでございます。平成32年度まで

に山形大学では女性教員の割合を17％以上にすること、大日本印刷研究開発センターでは19.5％、

米沢栄養大学では先ほどお話がありましたように、開学間もないことから平成30年３月までは新規

の採用はできないことになっておりますが、その後はまた採用に向けて取り組むということでござ

います。

　現状分析ですけれど、山形大学ではやはり工学部の女性教員が少ないですが、その理由の一つと
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して長時間にわたる実験と子育ての両立が難しいということ、大日本印刷では年齢が高い上位職の

女性が少ないこと、米沢栄養大学では上位職者の介護不安があることが挙げられています。

　共同研究の構想についてですが、サービスデザインの考え方による未来の生活の構築、山形大学

にある様々な有機エレクトロニクス関連研究所の活用や多様な専門分野の研究者の力の結集、栄養

大学の研究者がもつ健康、栄養の知見の活用、これらを色々試し、また、地元と連携して成果を出

していきます。例えばですけれども、地元の購買履歴から栄養状態、栄養状況を把握できるのでは

ないかという構想も考えられます。

　次は支援状況です。◎が現在すでに実施しているもの、○は現在、準備中で今年度中に実施予定

のものです。①女性研究者の支援拡大②裾野拡大③共同研究の構築④女性リーダーの排出、と４つ

の方向からそれぞれに取り組んでまいります。具体的な取り組みの様子ですが、共同研究促進セミ

ナーを開催し、女性研究者からシーズ紹介をいただきました。また、管理職研修会を、３機関から

10名の管理職の方々を含め、約50名の参加で実施いたしました。またサービスデザインプロジェク

トは11月にスタートし、昨日も東京で実施されました。外部資金獲得セミナーは米沢栄養大を会場

に実施されました。

　女性が代表となる共同研究が生まれまして、現在、６件の支援をしております。さらに２件申請

がありまして現在、審査中です。研究は、女性、幼児・青少年、障がい者、妊娠期の胎児等を対象

として、多様な人々の生活の質の改善を目指した研究が進められています。

　今後も、有機エレクトロニクス関係研究所の活用、スマート未来ハウス研究への女性の参画、サー

ビスデザイン・プロジェクト等を継続支援して参ります。ありがとうございました。
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取組報告「３機関によるダイバーシティ連携推進の状況」
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３．基調講演「大学・企業に、今なぜダイバーシティが必要か」渥美由喜氏（内閣
府少子化危機突破タスクフォース政策推進チームリーダー）

　皆様、こんにちは。渥美と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。

　ダイバーシティというと日本では女性活躍と思われていて、

ちょっとひかれてしまいます。なぜあなたは男性なのに20数年

もダイバーシティを研究しているのだ、とよく男友達から裏切

り者のように言われることがあります。そもそも女性が活躍で

きない社会は、私みたいなマイノリティも居場所がない社会です。

そこでダイバーシティについて研究して参りました。

　ダイバーシティで一番大切なのはマイノリティ体験だと思い

ます。体験があるとマイノリティに対して優しくなれます。い

つも多数派の経験しか持っていない人は配慮ができません。チー

ム力も最大化できません。人口減少社会ではいろんな人たちを

まとめてチーム力を最大化するマネジメントができないと大きな業績を上げられません。これは大

学でも企業でも同じです。

　私はかつて勘違いをしていました。不幸なことが起きないのが幸せだと思っていました。人生必

ず不幸なことは起きます。３．11は典型です。でも仮に不幸なことが起きたとしても、そこから逃

げるのではなく、肩代わりをしてもらうのでもなく、自分が向き合うのです。一人で抱え込むと本

当につらいです。近くにいる人たちと共有して乗り越えることです。そのプロセスに幸せがあるの

だと思います。それに気が付きました。ポジティブはかけ算、ネガティブは割り算です。楽しい事、

嬉しい事は妻と分かち合って倍増し、悲しい事、つらい事も分かち合って半分にする。職場でも一

緒です。職場で辛いときに、私の上司は、○○さんみたいに理解のある人で幸いだったなと思います。

辛いという字は横軸一本で幸いという字に変わります。

　よくダイバーシティはインクリュージョンとセットだと言われます。インクリュージョンは「包

接する」とか「巻き込む」とか「認め合う」とかいいますけれど、ちょっとわかりづらいです。私

はこう言っています。インクリュージョンは近くにいるかもしれない困っている人、マイノリティ

の人に手を差し伸べること、私は、それを５歳の子から教わりました。

　ワークライフバランスの頭文字WLBは分かち合うことだと思っています。山形県は食べ物も、飲

み物も、空気も、美味しくて素晴らしいところです。女性の就業率が一番高いのも山形県です。そ

れは、みんなで助け合っているからです。国を挙げて進めているダイバーシティについても、率先

して行っていただきたいです。残念ながらダイバーシティは、即効薬ではなくじわじわと効いてく

る漢方薬です。やればやるほど成果が上がります。だからこそ、やらないと介護時代を直撃します。

そうならない前にだれもが山形大学で働いてよかった、誰もが山形県に生まれて育って良かったと

いう地域づくりを目指してほしいと心から思います。

　ご清聴頂きありがとうございました。



051

山形大学男女共同参画報告書

Ⅱ
活
動
報
告

Ⅲ
山
形
大
学
独
自
の
取
組

Ⅰ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
事
業（
連
携
型
）

Ⅳ
資
料
編

基調講演「大学・企業に、今なぜダイバーシティが必要か」
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４．特別講演「研究・イノベーション・発展におけるジェンダーの新たな視点　～
男 女 共 同 参 画 は 女 性 に 限 ら な い ～」New perspectives on gender issues in 
research, innovation and development. 
Gender equality is not just about women.エリ
ザベス・ポリッツアー氏（EU欧州委員会ジェン
ダー問題専門アドバイザー）

　こちらに伺えて嬉しく思います。社会においてジェンダー

というものがどのように扱われているかをお話したいと思い

ます。

（１）はじめに

　まず身体的性（セックス）についてですけれども、これは

物理的なものですし、Ⅹ染色体という生物的な問題でもあり

ます。ご存じのように、女性はⅩ染色体を、男性はⅩY染色体を持っています。それに対してジェ

ンダーというものは、社会的文化的観念から作られたもので、生物学上の性は変えることができま

せんが、ジェンダーは変えることができます。ジェンダーと生物学的性は私たちに影響を与えてい

ます。まずは環境に対してです。その環境は、人生に影響を与え、重要な違いをもたらすことがあ

ります。

　ジェンダーは、我々が生活している社会や文化に影響を与えます。社会に関してはこちらのポス

ターを見てください。社会はだいだい男性の方に期待する傾向があります。戦時中は、男性が戦争

に行くため、女性は工場に出かけてたくさんの仕事をするようになりました。そこで素晴らしい仕

事をすることが分かりました。ここに、看護している男性の姿がありますけれど、看護は女性の仕

事だと思われておりましたが、今では看護の仕事に男性もかかわってくれるように勧めるポスター

です。これは女性宇宙飛行士の写真です。宇宙飛行士は男性の仕事でしたけれど、今は女性の宇宙

飛行士もいます。

　アメリカで世界中に向けて行われていた質問調査があります。「どういう人が科学者になると思う

か」という問いに関して70％の人が「科学者は男性」と答えました。ヨーロッパの例ですけれども

実際には、教授は80％が男性、20％が女性です。しかしながら大学に入る女性の数は男性よりも多

いという事実があるにもかかわらず、こういう現状です。

（２）ここに問題があります

　エール大学で、ラボラトリーマネージャーの職を募ったところ、申し込み内容は同じで、名前を

男性名のジョンと女性名のジェニファーに変えるという実験を行いました。それを教授に示し、ど

ういう人を雇ったらいいか尋ねたところ、男性教授も女性教授も男性の方を雇いたいと答えました。

さらに男性に関しては、女性より4000ドル多く支払い、メンタリティサポートも与えるという結果

がありました。
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　音声認識のソフトウェアが初めて市場に出た時、男性にはうまく機能したのですが、女性には反

応しませんでした。これで、市場の対象の50％を失ってしまうことになったのです。どうしてその

ようなソフトになったのかというと、研究所で音声認識ソフトのテストを行った時、男性を対象に

行い、女性には行っていなかったのです。声の高さは男性と女性では違いますから、女性の声を認

識することができなかったわけです。

　もし男性と女性が研究開発をするときに協力すれば、よりよい結果が出るでしょうか？そうです。

研究のエビデンスがそれを示しています。男性と女性が同数で参加しているグループは、集団的知

性（ソーシャル・インテリジェンス）、グループのパフォーマンスが高まるということが分かってい

ます。

　ジェンダーバランスがとれているチームでは、集団的知性が向上します。個人の知性ではなく、

グループの集団的知性です。グループへの影響をまとめると、ここ２、３年で話題になったことで

すが、固定的な性役割タイプの影響が弱まると、異なる人が異なる考え方をし、グループ内での問

題解決策が多様になるということです。コミュニケーションの変化も重要です。女性はコミュニケー

ションを行っているグループに敏感で、しゃべっている人をよく見ます。ですからコミュニケーショ

ンが円滑になり、コミュニケーションの質が向上し、さらには解決策の質が向上します。

　Innocentive.comというウェブサイトは、科学のためのクラウドソーシングを提供しています。あ

る会社が自分たちの問題を内部では解決できないので、ウェブサイトで解決方法を募ったところ、

世界中の人がサイトにアクセスしてきました。ハーバード大学でそれを分析したところ、166の科

学的な問題に関して、１万２千人のユーザーが関わりました。内部にいる優秀な科学者より外部の

ユーザーのほうが重要な解決策を示し、外部の女性ユーザーが最も素晴らしい解決策を示したのです。

　私たちが認識しなければならないのは、知見におけるジェンダーバイアスを改めなければならな

いということです。なぜなら、知見が誤っていると科学の進歩が遅れてしまうからです。

　次に、研究の過程で起きる問題です。ジェンダーバイアスはどこでも起こります。このスライド

では、細胞の研究結果ですが、どういう細胞を研究したのか研究者自身が知らないということです。

女性の細胞なのか男性の細胞なのか男女両方の細胞なのか分かりません。これは、細胞の研究をす

る時には使えないので良い結果といえません。

（３）生物学における男女の違い

　生物学における男女の大きな違いは、女性はＸ染色体を２つ持っていて、男性はXY染色体を持っ

ています。性差は、ホルモンだけが関係すると考えられていますが、それだけではありません。Ｘ

染色体を１つ持っているか、２つ持っているかだけでも違いは出てくるのです。これはメスのねず

みのＸ染色体と人間の女性のＸ染色体ですけれど、２つのＸ染色体を持っており、２番目のＸ染色

体はシャットダウンされると考えられておりました。しかし最近の研究では、２番目の染色体が完

全にシャットダウンされるわけではないということが分かりました。どちらかの親から受け継がれ

た一つの染色体が使われているものもあれば、もう片方の親から受け継がれた染色体が活性化して

いるという状況もあります。
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　女性生物学は非常に興味深いです。いままで生物学は男性が標本になっていましたので生物学的

に興味深い部分を失っていたと考えられます。

　女性が妊娠しますと、その胎児の細胞とその母体の細胞が交換されるという事態が生まれます。

赤ん坊の細胞が母体に留まるときもあれば、母体の細胞が子供に留まるという事実も生まれています。

２番目の染色体が完全にシャットダウンされないということではなく、お互いに交換するために女

性が自己免疫疾患にかかりやすいことを示しています。また赤ん坊から肝細胞がたまに女性の心臓

に留まることがあるのですが、肝細胞が留まることによって女性の心臓の疾患を防ぐ役割も考えら

れます。

　性差の違いは、一般大衆の健康にも非常に重要です。先行研究によると、男女の代謝の頻度が異

なるため、アルツハイマーや糖尿病などのバイオマーカーは女性と男性では変えるすべきだという

ことです。また、ワクチンに関して、女性は男性よりもワクチンが強く早く効きます。そこで、女

性に初めに投与量を少なくして投与するのがよいのではないかと言われています。男性の方が女性

より投与量が非常に短いというのは事実です。

　痛みに関しても男女による違いがあります。これまでは痛みに関しては男女ともに変わらないと

言われてきました。痛みを感じるある細胞が存在すると考えられてきました。今では女性に関して

はＴ細胞というものが発見されまして、痛みの伝わり方については男女によって違うことが分かり

ました。女性は痛みに関して男性と違う反応を示すため、今までは女性が心理的に違う反応を示し

ていると考えられてきましたが、今では生物学的に痛みの感じ方が違うということが立証されました。

　人間だけではなく、動物、植物の性差に関しても言えます。性差をある目的に利用するために理

解するのは非常に重要です。成熟したメスの魚が質の高い卵を作るという事例があります。しかし

ながら漁業界では若い魚を保存しておくという手法が取られています。生物学的多様性の面から考

えると若い魚だけを取っておくという方法は良い方法ではありません。

　ミツバチといった受粉媒介動物は穀物の質を高め、生産のレベルを向上させることが分かってい

ます。受粉媒介動物をもっと手に入れられるようにして農業の手法を変化させることで、化学薬品

の使用を控え、いい土地にすることができます。

（４）生物学から工学へ

　生物学を工学に変えていきましょう。一例として、私たちはジェンダードイノベーションという

考え方をもっています。そういう女性が、大学や産業のイノベーションにも、市場にも関与してい

ます。女性は年間約25兆ドルの市場予算をコントロールしています。ですからこの２つのものをク

ロスさせることによってさらに大きな価値を生み出すことができます。ここは開かれた、分離された、

包括されたイノベーションを作ろうとした例ですが、先ほど紹介したinnocentive.comのような取り

組みがあげられると思います。

　女性は、交通事故などで非常に深刻なけがを負う割合が、男性に比べて47％高いと言われており

ます。なぜなら全てのクラッシュテストのダミーは男性をモデルにして実験されたものであり、今

まで女性のダミーを使ったテストは行われていません。車の事故に関しては、男性は腰のあたりに
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けがを負う確率が非常に高く、衝突事故が起きますと、身体がスライドして衝突の力が生まれます。

腰にけがを負う可能性は女性よりも男性の方が高く、また回復も非常に難しいのです。

　シートベルトはけがから守ると言われていますが、妊婦には害を与える可能性があり、赤ん坊に

対しても非常に危険です。また後部座席に座っている場合には腹部内に危険を与える場合があり危

険だと言われています。

　むち打ちに関しては、後ろからの衝突が起きると、女性の場合首にかかる圧力が男性に比べて５

倍だと言われています。衝突で首の周りに何が起きるか示したのがこのグラフです。女性は男性に

比べて首も小さく、筋肉も少なく、自分の首を守ることが非常に難しいです。自動運転に関してい

ろいろなことが言われていますが、運転する人の行動は同じではなく、男女によって違う可能性が

あります。

　靴の例ですが、女性の靴は男性の靴の幅を小さくしただけです。しかしどこに圧力がかかってい

るかを調べたところ、圧力がかかっている部分が異なっていました。女性の場合にはかかとに圧力

がかかり、男性の場合にはつま先にかかるということが分かりました。この図で示しているように

つま先にかかる圧力は男性と女性とで違うということが分かりました。男性と女性の違いを理解し

て靴をデザインできるようになりました。

　もう一つの例として、電磁放射線に被曝してがんにかかる可能性が高くなるという可能性があり

ます。女性はマンモグラフィーを１年か２年ごとに受けるように推奨されていますけれど、Ｘ線を

受けることによってＸ線が体内で蓄積されていることを考えると女性のよりよいがん発見方法を見

つけないといけません。

　先進技術に関しては組織工学というものがあります。薬物の毒性を発見するためにある細胞に対

してプラットフォームを組み込むものです。残念ながら細胞自身がどのようになっているか知られ

ておりませんでした。

（５）終わりに

　国連は「持続可能な開発目標」というものを設定しました。それに関して17項目を掲げました。

生物学的な性（セックス）、社会的文化的な性（ジェンダー）というものを結びつけると、開発目標

をさらに持続させるような貢献に結び付けることができると考えます。

　ご静聴をありがとうございました。
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特別講演「研究・イノベーション・発展におけるジェンダーの新たな視点。男女共同参画は女性に

限らない」
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５．質疑応答　コーデネーター　阿部宏慈（山形大学理事・副学長、男女共同参画
推進室長）

　会場の参加者10人以上の方から質問が寄せられました。渥美氏、ポリッツアー氏それぞれに対す

る質問と回答を以下のようにまとめて示します。

渥美由喜氏に対する質問・回答

阿部：

　大変充実した講演をお聞きしました。最初に一言コメントをお願いいたします。

渥美：

　ポリッツァー先生の生物学的性差のお話は大変興味深いと思いました。ここ数年、女性活躍支援

よりもLGBTの支援について研究しています。先進的企業は女性活躍支援を一通りやって、LGBT支

援に移っています。こういうダイバーシティの問題というのは、マイノリティに先に手を伸ばす方

が圧倒的に優秀な人材が確保できます。日本の生命保険会社は、今後LGBT層に着目したら、マーケ

ティングが広がるでしょう。突飛な話をしていると思われそうですが、ここには企業の方もいらっ

しゃるので、消費市場の事を考えるとLGBTの方々を視野に入れて考えた方が良いでしょう。

　LGBTの方は５～７％くらいの割合でいます。そういう方々を隠すことで15％くらいの生産性を

落としています。もし、カミングアウトできれば15％の力で企業だろうと大学であろうと成果は上

がるはずです。

　もう一点、男性が開発した商品に女性から意見を頂くことです。一例ですが、Ｘ市の中小企業で

化粧品を作っています。Ｘ市が政策の一環として地元の女性、主婦たちがその商品をテストしアド

バイスするという枠組みを作りました。男性が作った保湿クリームで、ベタベタしたものを作ったら、

もっとあっさりした方が良いと言われました。そこであっさりしたものを作りましら、予想外に大

ヒット商品シリーズとなりました。これは女性たちが主婦・生活者・生産者のアドバイザーという

多面性を持っているからこその、ダイバーシティの成功事例といえます。

阿部：

　次のような質問がきています。部下とのコミュニケーションとか多様性の対応とかスキルの習得

質疑応答の様子
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など、必要なのはむしろ男性の方だという話がありましたが、大賛成です。男性にそのスキルを習

得してもらうにはどうすればいいでしょうか、という質問です。さらに、男性の長時間労働などが

不祥事を招いているのではないか、ではどうすればいいでしょうか？一日どれくらいが最適な労働

時間なのか、と３つ合わせてお答えいただけますでしょうか。

渥美：

　３つ申し上げます。まずダイバーシティは４段階あります。第１は無意識という段階です。不適

切だと意識すると第２段階に進みます。第３段階としては適切なことを意識的にやる段階です。こ

れは訓練が必要です。ロールプレイとか講演とか聞いて終わりじゃなくて少しやって褒められて実

感してまたやってという循環でやっていくプロセスです。第４段階目、最終段階は無意識に行うこ

とです。

　unconscious biasという言葉がはやっていますけれど、「無意識の偏見」は私たちの意識に根強く

存在し、絶えずそれを壊していくプロセスが必要です。知らないとやっぱり偏見を持ちます。

　二つ目に、企業で女性社員を本気にさせる５つの気があります。（１）機会を与える（＝勝手な配

慮をして機会を奪わない）こと。（２）鍛える（＝ある時は男性のように女性も鍛える）こと。（３）

期待を伝えること。（４）キャリアマネジメント（カップルで考える）こと。（５）きれいな空間を

提供すること。きれいな職場環境をつくると女性は働きやすくなると思っています。

　三つ目に、時間に関しては基本的に集中だと思っているので集中できたとき、乗っている時だっ

たらやっちゃうべきです。習慣化していて本当は早く帰れるのに、ダラダラやって毎日２時間ずつ

残業するのは絶対間違っています。すきま時間があるとメールをチェックするなど心に余裕がない

社会システムで働いていますから。早く帰って心に余裕がある状態でやった方が生産性は上がります。

ポリッツァー氏に対する質問・回答
阿部：

　最初に一言コメントをお願いいたします。

ポリッツァー：

　私は、これまで渥美先生のご講演のようなお話を聞いたことはありませんでした。私の組織は、

1997年からジェンダー平等、男女共同参画に取り組んできましたが、振り返ってみますと、男性が

このように家族の問題にどのように対応したか、ワーク・ライフ・バランスをどのようにサポート

したかについて経験を交えてお話していただける場を持ったことがありませんでした。ですから渥

美先生のお話を聞いて素晴らしい事だと思いますし、他の男性も渥美先生を見習っていただきたい

と思いました。

阿部：

　ポリッツァー先生に、インターセックスとかトランスジェンダーに関することについて生物学的

な知見をお持ちですか？という質問をいただいています。LGBTすなわち、レズビアン、ゲイ、バイ

セクシャル、トランスジェンダーの方々について盛んに議論が始まっているところですが、ポリッ

ツァー先生のお考えをお聞かせください。
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ポリッツァー：

　明確にしておきたい点があります。平等な対応というものを異なる性的指向を持つ人々に拡げて

適応させていくことが良いという意見には賛成します。しかし、ここで私が言いたいのは生物学的

または社会的文化的性の違いというものが、科学研究の質に影響を与えるということです。異なる

性的指向を持つ人たちが、異なる科学の質を生み出すという根拠はまだ得られていません。今、根

拠をもって言えることは、研究室の中で男性と女性では解決方法が違うこと、リスクに対する態度

も違うということです。性的マイノリティーに関してはその研究結果は出ていません。性的に異な

る指向を持つ人が、解決方法やリスクに対する態度が違うかどうか比較はまだできていません。

　ここでは、イノベーションに向けた研究の質を、女性と男性が、両者のために共同作業で作って

いこうと言いたかったわけです。これまでの研究というものは、男性による男性のための証拠はた

くさん持っていますから。

阿部：

　男性による研究についてそのエビデンスを教えてもらいたいという意見があります。実際男性が

開発したものによって女性の重篤な事故が起きたという科学的データがありますか？

ポリッツァー：

　ここで男性を批判するつもりではありません。批判するのは科学です。科学は、ある一種の研究

を男性で固めようとする事実を許したまま組織されてきたわけです。女性は排除されてきました。

科学はそのような知識をもとに築かれてきました。既にある知識を基に築かれていくわけです。最

近になってようやく人々は、科学の中にもジェンダーバイアスがあることを認識し始めたわけです。

それに対して男性は反論するようになりました。しかし、男性も女性も科学者であれば誤った結果

を無理やり作り出そうとしているとは思いません。やはり正しい知見、方法論というものがあって

行われています。だから男性も女性も一緒になって共同研究を行っていく方がより良い結果を導く

と考えます。

阿部：

　痛みについての生物学的な性差の問題についてですが、新生児や乳児についてはどうか、神経学

的にも男女の差はみられると考えていいのかという質問です。

ポリッツァー：

　痛みに関して性差はあるのかという研究は今始まったばかりです。乳児に対する痛みに関する研

究は、倫理的な問題も関係することです。重要なことですけれど、赤ん坊を研究所に連れてきて痛

みを経験させるのは、問題があります。

　腰や背中に感じる慢性的な痛みもあります。痛みについて測ることはできません。痛みを伝える

経路の発見ですけれど、異なる細胞を研究していますし、人にとって解釈の方法というものも独自

のものがあります。深刻な痛みについてですが、男性についてうまくいったからといって、女性に

もこの薬を投与するということは行ってはいけないと思います。

阿部：

　ありがとうございました。最後に政策的な点で質問がきています。欧州委員会が「ホライゾン
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2020」プログラムに予算を充てていますが、具体的にどのように使っているのか概略をお願いしま

す。

ポリッツァー：

　「ホライゾン2020」に、800億ドルの予算を６年間割り当てられています。２年ごとに新たなプ

ログラムが発表されるわけですが、今までに600の提案がありました。ジェンダーに関する情報発

信に対して20％を使います。今までの計画ではたった２％しか費やされていませんでした。「ホラ

イゾン2020」では、ジェンダー情報発信に関して３つの方法があります。１つ目は、どのように女

性の数を増やしていくか、２つ目は、研究の内容をどのように理解していくか、社会的・生物学的

な問題が研究の質のどの部分に影響を与えているのか、です。私たちはこれを、ジェンダード・イ

ノベーションと呼んでいます。３つ目は、横断的に分野をこえてどのような理念をもたらすか、ジェ

ンダーの視点はどのような利点をもたらすかを考えていくことです。これは欧州委員会の新しい考

え方で、人々が半年間考えてきました。欧州委員会では、ジェンダーを考えながらプログラムに申

請するように人々を応援しています。そしてジェンダー問題に対処するのであればポイントを付与

するということを行っています。

阿部：

　ありがとうございます。大変興味深いお話を伺うことができ、充実した時間を過ごすことが出来

ました。お二人に拍手をお願いいたします。

６．アンケートの集計結果

　参加人数は70名、アンケート回収数は28名（有効回収率40％）。
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3 研究とライフイベントとの両立支援

（1）制度の目的

　出産、育児、介護等のライフイベントにより十分な研究活動を行うことができない研究者に対し、

研究とライフイベントを両立するための研究活動を支援する者（以下「研究支援員」という。）を配

置し、研究力の向上を図ることを目的とする。

（2）支援の対象者

　支援の対象となる者は、連携機関に雇用されている常勤研究者又は非常勤研究者（週の勤務時間

が30時間以上で雇用期間が２ヶ月を越える者をいう。）とし、男性研究者については、その配偶者

である女性が、大学・大学共同利用機関・独立行政法人又は企業で雇用されている研究者であると

きに限る。

　（１）妊娠又は小学６年生までの子育て

　（２）市町村から要介護又は要支援の認定を受けている親族（別居の場合には、合理的理由のある

者に限る。）の介護

　（３）その他、上記理由に準ずるライフイベント

（3）支援する業務

　支援する業務は、研究データの整理・研究者の実験補助等。

（4）支援する期間及び時間

　支援する期間は、４月１日から９月30日まで（前期）及び10月１日から翌年の３月31日まで（後

期）の６ヶ月単位とする。支援する時間は、週15時間以内とする。

（5）利用者状況　（平成27年度後期分）

　平成27年度後期分から初めて制度がスタートしたため、利用者は山形大学４名、米沢栄養大学２名、

計女性６名となった。来年度はさらなる利用者増加に向けて周知に努めたい。

＜平成27年度後期からの利用状況＞

山形大学 米沢栄養大学
利用者数 ４名 ２名
申請理由 育児 介護

支援員配置時間 830時間 540時間

3-1︱研究支援員制度
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　連携機関に所属する女性研究者等に対し、夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育の利用

に対する利用料金を補助し、仕事と育児の両立を支援することができるように平成28年１月22日か

ら、新たに「夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育利用料補助制度」を実施した。支援対

象者は、連携機関に雇用されている研究者（非常勤の研究者（週の勤務時間が30時間以上で雇用期

間が２ヶ月を超える者をいう。）を含む。）で、小学校６年生までにある子どもを養育する者とする。

ただし、男性研究者については、その配偶者が、大学、民間企業等で雇用されている研究者である

者に限る。

　今年度の保育利用料補助登録者数は３名であり、支援対象となる子どもの人数は７名である（平

成28年２月15日現在）。

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業に係る

夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育利用料補助制度に関する要領

平成28年１月22日制定

国立大学法人山形大学長

山形県公立大学法人山形県立米沢栄養大学長

１．目的

　山形大学及び山形県立米沢栄養大学（以下、この要領において「連携機関」という。）に所属

する女性研究者等に対し、夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育の利用に対する利用料

金を補助し、仕事と育児の両立を支援することを目的とする。

２．支援対象者

　支援対象者は、連携機関に雇用されている研究者（非常勤の研究者（週の勤務時間が30時間以

上で雇用期間が２ヶ月を超える者をいう。）を含む。）で、小学校６年生までにある子どもを養育

する者とする。

　ただし、男性研究者については、その配偶者が、大学、大学共同利用機関、独立行政法人、公

設試験研究機関、公益社団・財団法人及び民間企業で雇用されている研究者である者に限る。

３．補助額の上限

　補助される額は、子ども一人につき年間20,000円を限度とする。

４．実施期間

　平成28年１月22日～平成30年３月31日

3-2︱夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育利用料補助制度
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５．支援の対象となる保育

　次に掲げる事業者（ファミリーサポートセンター等）による保育で、親族・知人によるものは

除く。ただし、事業者への保育依頼が困難である場合には、ベビーシッターに保育を依頼するこ

とができるものとする。ベビーシッターによる保育への補助については、事業者の料金体系を上

限とし、交通費の実費を加算するものとする。

　①夜間保育（延長保育を含む。）

　②休日保育（ただし、通常保育及び延長保育を除く。）

　③病児・病後児保育

　④学童保育

６．保育実施場所

　①夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育の保育事業者において指定された場所

　②その他の申請により各機関の承認を得て保育を行う場所

７．申請方法

（１）この要領により支援を希望する者は、利用する日の２週間前までに、夜間保育、休日保育、

病児・病後児、学童保育利用料補助登録申込書（様式１）に、母子手帳の写しなど親子

関係を示す書類を添えて所属する機関に提出し、登録する。

（２）前号の登録を行い、第５項の保育を利用した者は、利用後２週間以内（連日利用の場合

は利用した最終日から２週間以内）に、夜間保育、休日保育、病児・病後児、学童保育

利用料補助申請書（様式２）に記入の上、次に掲げる書類を添えて、各機関に提出する。

　①口座振込依頼書（初回のみ）

　②領収書原本

　③保育の利用明細書（本制度に基づく補助の適用範囲内であることを確認できる書類）

　④私金立て替払請求書（連携機関の定めるところによる。）

　　　附　則

　この要領は、平成28年１月22日から施行する。
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　連携機関に所属する女性研究者等に対し、妊娠・出産・育児・介護による研究中断後、円滑に研

究現場に復帰できるよう、研究者を継続的に育成・支援し、研究環境の多様性を促進するために、

平成28年３月、新たに「ライフイベントによる研究中断からの復帰への研究費支援」を実施する。

支援対象者は、平成28年４月１日から遡って過去３年以内に、ライフイベントのため概ね３ヶ月以

上やむを得ず研究活動を中断した女性研究者である。ただし男性研究者については、その配偶者が、

大学、民間企業等で雇用されている研究者である者に限る。

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業に係る

ライフイベントによる研究中断からの復帰への研究費支援に関する要領

平成28年３月制定

国立大学法人山形大学長

山形県公立大学法人山形県立米沢栄養大学長

１．目的

　山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形県立米沢栄養大学（以下、この要領

において「連携機関」という。）に所属する研究者が、妊娠・出産・育児・介護のライフイベン

トによる研究中断から円滑に研究環境に復帰できるよう研究活動を支援し、ひいては研究者の継

続的な育成・支援・研究環境の多様性の促進につなげることを目的とする。

２．概要

　連携機関に雇用される研究者（非常勤の研究者（週の勤務時間が30時間以上で雇用期間が２ヶ

月を超える者をいう。）を含む。）が妊娠・出産・育児・介護のライフイベントにより、研究中断

した場合において、中断からの復帰支援を円滑に進めるためのスタートアップ研究費や学会参加

費、論文投稿費の支援を行う。

３．対象者

（１）平成28年４月１日から遡って過去３年以内に、ライフイベントのため通算３ヶ月以上や

むを得ず研究活動を中断した女性研究者

（２）平成28年４月１日から遡って過去３年以内に、ライフイベントのため通算３ヶ月以上や

むを得ず研究活動を中断した男性研究者で、その配偶者が、大学、大学共同利用機関、

独立行政法人、公設試験研究機関、公益社団・財団法人及び民間企業で雇用されている

研究者であるもの

以下略す。

3-3︱ライフイベントによる研究中断からの復帰支援制度
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【事業概要】

　本制度は、連携機関に所属している女性研究者を対象に、女性研究者の研究とライフイベントの

両立を支援することを目的に、平成28年１月22日に制定した制度である。

　ダイバーシティ事業の事務局である男女共同参画推進室米沢分室に、相談員を１名配置し、また、

同キャンパス内に相談室を設置し、連携機関が共同利用できるように整備した。

　相談員制度による、研究者一人一人の環境に応じたきめ細やかなサポートは、研究者の研究環境

の更なる充実が見込まれ、ダイバーシティ事業が目指す新しい知の資産の創出へ繋がるものである。

【相談方法】

　相談希望者は、電話、メール又は専用シートから申し込み、日時や場所については、相談者と相

談員の調整の上で決定する。相談者の希望に応じて、大日本印刷株式会社研究開発センター、山形

県立米沢栄養大学へ出張相談をおこなうこともあ

る。

　相談員は、相談者の心身の負担軽減に努め、相

談者が話された事柄から、相談者に有益な情報や

支援制度を案内し、研究とライフイベントの両立

へのサポートをする。相談者からの「疑問」や「要

望」等対応を求められた場合は、関係機関へ検討

を依頼し、その結果を相談者に回答する。相談内

容によってはさらに専門機関へ繋ぎ、問題の早期

解決、深刻化を防げるよう、すべてにおいて相談

者の了承を得た上で対応する。

　相談申し込み時から、個人情報の取り扱いには

細心の注意を払い、個人情報が漏えいしないよう

適正な管理を行う。報告書等についても個人が特

定されないよう十分に配慮する。

　また、必要に応じて、ダイバーシティ研究環境

実現の課題を把握し、対策を検討するための聞き

取りも行う。

【次年度への展望】

　ダイバーシティ事業事務局がある山形大学では、平成21年度から巡回相談をおこなっている。小

白川キャンパスに相談員１名を置き、小白川・飯田・米沢・鶴岡の全キャンパスで働いている相談

を希望する男女教職員、大学院生（博士前期課程を除く）及びポストドクターを対象として、研究

とライフイベントの両立支援窓口として活動している。山形大学巡回相談の統計や技能を活かし、

ダイバーシティ事業としての相談員制度を利用しやすい制度となるよう、周知方法を新たに検討す

3-4︱相談員制度

図17　共同利用できる相談室

図18　米沢分室（事務局）風景
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る必要がある。

　事務局を兼務する米沢分室は、独立した部屋で比較的入りやすい環境であることから、気軽に立

ち寄れるような働きかけをし、ダイバーシティ事業の啓発と同時に、ダイバーシティ事業への意見・

要望等を汲み上げる整備をし、多様な声が自然に集まるような環境作りに努める。

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型） 

事業に係る相談員制度に関する要領 

平 成 ２ ８ 年 1 月 ２ ２ 日 制 定 

国 立 大 学 法 人 山 形 大 学 長  

大日本印刷株式会社研究開発センター長  

山形県公立大学法人山形県立米沢栄養大学長 

                  
１．目的 

  本制度は，山形大学，大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形県立米沢栄養大学（以

下「連携機関」という。）に所属する女性研究者等の相談に応じ，必要な情報の提供等を通

して，研究とライフイベントの両立を支援することを目的とする。 

 

２．相談対象者 

(1) 連携機関に雇用されている女性研究者 

(2) 連携機関に所属している女性大学院生 

(3) その他連携機関に所属し，男女共同参画又はワーク・ライフ・バランスに関する相談を

希望する者 

 

３．主な相談の内容 

(1) 研究と妊娠・出産・育児・介護などのライフイベントとの両立に関すること。 

(2) ライフイベントによる研究中断からの復帰に関すること。 

(3) その他，男女共同参画又はワーク・ライフ・バランスに関すること。 

 

４．相談の申込み 

電話，メール又は相談申込書（様式１）により申込むものとする。 

 

５．相談日時及び場所 

(1) 相談日時は，相談員が相談者との調整の上，決定する。 

(2) 相談場所は，山形大学米沢キャンパス内の相談室とし，必要に応じて大日本印刷株式会

社研究開発センター，山形県立米沢栄養大学又は相談者の希望に基づき対応する。 

 

６．個人情報の取り扱い及び相談内容への対応 

(1) 相談員は，相談者の相談内容に関する個人情報が漏えいしないよう，適正な管理を行う。 

(2) 相談員は，相談者から相談内容について対応を求められた場合には，相談者個人が特定

されないことを条件に相談者の了解を得て（相談者が個人の特定を希望する場合を除

く），依頼書（様式２）により当該機関のダイバーシティ事業実施責任者に検討を依頼

するものとする。 

 

７．ダイバーシティ連携推進会議への報告 

相談員は，相談者個人が特定されないよう十分に配慮し，相談者がダイバーシティ連携推

進会議に報告することを了承した事案について，当該年度の相談内容を取りまとめの上，

相談状況報告書（様式３）によりダイバーシティ連携推進会議に報告しなければならない。 

 

   附 則 

 この要領は，平成２８年 1 月２２日から施行する。 
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4 女性研究者の研究力向上

【目的】
　女性研究者が研究しやすい環境実現と、女性研究者の共同研究促進及び研究力向上、さらに工学

系をはじめ自然科学系の広い分野において女性研究者及び上位職者の増加を図ることを目的に、山

形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター、山形県立米沢栄養大学の３機関が、共同研究促進

セミナーを開催した。

日時：平成27年10月23日（金）13：00～14：45

場所：山形大学工学部米沢キャンパス　百周年記念会館１階セミナールーム

主催：山形大学・大日本印刷株式会社研究開発センター・山形県立米沢栄養大学

参加者：35名（女性22名　男性13名）

【内容】
「共同研究シーズ紹介」

提案１　「哺乳類卵子のクオリティーを改善する回復培養系の開発と生殖寿命の制御」

　　　　木村　直子（山形大学学術研究院教授［農学部担当］）

提案２　「身体活動量と骨量等身体組成の相互関連性に関する基礎的研究」

　　　　大森　　桂（山形大学学術研究院准教授［地域教育文化学部担当］）

提案３　「印刷法を用いたフレキシブル運動ストレスセンサの開発」

　　　　泉　　小波（山形大学学術研究院准教授［大学院理工学研究科担当］

提案４　「さくらんぼ鮮度保持用自己湿度管理と保冷機能を持つゲル新素材の開発」

　　　　宮　　　瑾（山形大学学術研究院助教［大学院理工学研究科担当］）

「研究開発共同ワークショップ　共創型プロジェクト：サービスデザイン紹介」

松尾　佳菜子（大日本印刷株式会社　Ｃ＆Ｉ事業部）

4-1︱共同研究促進セミナー

共創型プロジェクトの紹介
図20　大日本印刷(株)　松尾佳菜子氏

共同研究シーズの紹介
図19　山形大学　木村直子教授
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●プロジェクトの狙い

目的と意義

　本プロジェクトの目的は、「健康・栄養・有機エレクトロニクスの３つを柱とした “女性にとっ

て快適で豊かな未来の生活” の実現をテーマに、女性研究者が推進者となり、主体的に進めたい！

と思う魅力的な共同テーマを創出し、実践していくことである。

　本プロジェクトを通じ、新たな手法（サービスデザイン）を使って生活者視点で研究やサービス・

プロダクト開発を行う視座を養うことで女性研究者の研究力向上を目指している。更に、多様な

機関との共同テーマを推進する機会が増えることで、女性特有のライフイベントによる研究中断

を減らし、継続して研究に励める環境構築が期待できる。

アプローチ方法

　サービス経済の社会背景を汲み、生活者が感じる情緒的な体験価値を重視し、その生活者を中

心とした価値分析から革新的なサービスやプロダクトを創出する「サービスデザイン」という思

考と方法、多様なステークホルダーとの「共創」スタイルを重視しプロジェクトを推進する。

プロジェクト全体計画

３年間のプロジェクトを以下３つのフェーズで進める。

【フェーズ１　2015年10月～2016年３月】

４機関の女性研究者にとって理想の “共創型プロセス” の構築

（参加者：４機関コアメンバー）

【フェーズ２　2016年４月～2016年９月】

山形の女性にとって快適で豊かな未来の生活を実現する “共同テーマの創出”

（参加者：４機関コアメンバー、４機関追加メンバー、学生、地元住民等）

【フェーズ３　2016年10月～2018年３月】

“共同テーマの実践” と山形県での実証実験

（参加者：共同テーマを推進する女性研究者、４機関コアメンバー）

体制（敬称略）

　山形大学・米沢栄養大学・DNPに加え、「ダイバーシティ経営企業100選」に選定されている株

式会社帝人（以降、帝人）も本プロジェクトに参画した。プロジェクトオーナー桑原尚子（DNP

研究開発センター）と、プロジェクトマネージャー松田久仁子・山田有成、サービスデザイナー

松尾佳菜子・鈴木英恵（DNPＣ＆Ｉ事業部）がプロジェクト推進メンバーとなり、フェーズごと

に４機関からプロジェクトメンバーや学生・地元住民・地元企業からワークショップメンバーを

適宜アサインしながら体制を構築する。

●フェーズ１「理想の共創型プロセスの構築」の狙い

目的と意義

　フェーズ２で、年齢層や職種、組織文化、研究スタイル等が異なる多様な人々を集めて「未来

を創る」という大きく複雑なことにチャレンジするために、『４機関のための理想の共創型プロセ

4-2︱サービスデザインプロジェクト（ワークショップ）
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ス』を、女性研究者と共に構築する。プロセス自体を女性研究者と共に創ることで、山形と東京

の物理的制約や組織の制約等を考慮したプロセスを生み出すことができる。

プロジェクトメンバー（計11名）

DNPプロジェクト推進メンバーに加え、４機関の研究に関わる女性たちがフェーズ１のコアメ

ンバーとして参加した。

＜山形大学＞木村直子、黒谷玲子、劉楠

＜米沢栄養大学＞山口光枝、小関睦子

＜帝人＞沼田みゆき、今城幸

＜ＤＮＰ＞桑原尚子、伊藤有加利、穂刈久実子、佐藤千紘

スケジュール

・2015年10月　プロジェクト紹介講演（プロジェクトメンバー募集）

・2015年11月　プロジェクトメンバーキックオフワークショップ

・2015年12月　各機関へのプロセスヒアリングワークショップ

・2016年１月　共創ワークショップ①「現状プロセスのポイント抽出」

・2016年２月　共創ワークショップ②「理想の共創型プロセス構築」

　　　　　　　 共創ワークショップ③「フェーズ２の要件定義」

　　　　　　　 ※共創ワークショップ③は未実施のため本報告書には詳細を記載しない。

●フェーズ１「理想の共創型プロセスの構築」の成果物（一部）

＜プロジェクトのゴールとスコープ＞

・ゴール：４機関の女性研究者自身が主体者となり「やりたい！進めたい！」と思う魅力的な

共同テーマの創出と実践

・スコープ：“山形の快適で豊かな未来の生活” を３年後に実現する、且つ４機関の女性研究者

の保有スキル（開発技術・経験・知識・人脈・特技）が活用できる共同テーマ

＜理想の共創型プロセスの必須条件とプロセス＞

図21　理想の共創型プロセスの必須条件とプロセス
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●フェーズ１「理想の共創型プロセスの構築」の実施内容

＜プロジェクトメンバーキックオフワークショップ＞

日時・場所：2015年11月９日（月）13：00～17：00・DNP五反田ビル

目的：プロジェクト概要の共有、およびプロジェクトメンバー同士の交流によるマインドセット。

内容：

①プロジェクト概要の共有

②レゴを使った自己紹介

③女性研究者の1dayジャーニーマップ作成・共有による違いの発見

成果：プロジェクトの進め方に関するメンバー全員の合意形成ができ、また1dayジャーニーマップ

作成を通じ、異なる環境で研究を行っている参加者同士の理解が深まった。

＜各機関へのプロセスヒアリングワークショップ＞

日時・場所：

【山形大学】2015年12月８日（火）13：00～17：30

【米沢栄養大学】2015年12月７日（月）13：00～17：30

【帝人】2015年12月10日（木）13：00～17：30

【DNP】2015年12月４日（金）13：00～17：30

目的：プロジェクト参加機関や研究プロセスの理解、およびプロジェクト参加者のプロジェクトに

求める成果のヒアリング。

内容（機関ごとに実施）：

①機関の紹介（大学・企業の見学と資料による説明）

②現状の研究プロセスのビジュアライズ

③女性研究者が増えない理由の考察

④プロジェクトに対する問題意識・期待のヒアリング

成果：４機関のための共創型プロセス構築に向けて、各機関が現状行っている研究のプロセスを

5W2Hで分解しながら可視化した（山形大学１プロセス、米沢栄養大学２プロセス、帝人１

プロセス、DNP2プロセス）。またヒアリングを通じ理解した女性研究者を取り巻く環境やプ

ロジェクトに対する想いは、プロジェクトの方向性を定める上で指針にした。

図22　DNP研究プロセス（一部）とヒアリング結果
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＜共創ワークショップ①　「現状プロセスのポイント抽出」＞

日時・場所：2016年１月13日（水）11：00～17：00　山形大学米沢キャンパス

目的：各機関にヒアリングした内容を指針にして設定したプロジェクトゴールとスコープについて、

プロジェクトメンバー全員の合意を得る。更に、４機関それぞれの現状プロセスを分析し、

４機関の女性研究者にとって理想の「共創型プロセス」の必須条件を定義する。

内容：

①プロジェクトゴールとスコープの説明・合意形成　

②各機関の現状プロセスの共有

③ワールド・カフェで、各機関の現状プロセスのGood/Painポイントを抽出

④理想の共創型プロセスの必須条件アイディエーション

成果：プロジェクトメンバーとの合意形成を通して、プロジェクトゴールとスコープを設定。更に、

理想の共創型プロセスの必須条件案を創出した。また、「山形県にとっての “快適・豊かさ”

の定義が必要」「共創型プロセスが定常的に回る仕組みまで構築したい」等の意見を収集した。

＜共創ワークショップ②　「理想の共創型プロセス構築」＞

日時・場所：2016年２月２日（火）11：00～19：00／２月３日（水）９：00～17：00

　　　　　　DNP五反田ビル

目的：フェーズ２（2016年４月～）以降で “実行可能な” ４機関のための「共創型プロセス」を開

発完了する。

内容：

①「理想の共創型プロセス」の必須条件を定義

②5W2Hに分解して「理想の共創型プロセス」を発想

③仮想テーマで「理想の共創型プロセス」をシミュレーション・精緻化

成果：理想の共創型プロセスの必須条件「共創メンバーの合意形成／市民参加型のデザイン／プロ

セスのオープン化／体験価値が含まれるサービスのリリース」を定義し、仮想のテーマでシ

ミュレーションを繰り返しながらなぜ（Why）何を（What）どうやって（How）誰が（Who）

を意識しながら理想の「共創型プロセス」を開発した。

図23　研究プロセスの意見交換
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●まとめと今後の展望

　一口に “女性研究者” といっても組織の文化も研究スタイルも異なり、その異なる価値観や思

考を持った４機関11名の女性研究者が集まって同じ目標を持って取り組む本プロジェクトは、ダ

イバーシティが求められる今後の女性研究者の研究活動に大変有意義なものになると感じた。

　11名の女性研究者とのディスカッションを通して、女性研究者を増やす！という最終的なゴー

ルを目指すこと以前に、女性研究者の身近に多くの問題があることがわかった。女性研究者が置

かれている現状と乖離があることを認識し、サービスデザインの思考や方法を使って、多様なス

テークホルダーが集まって共創するスタイルで、生活者視点を大事にしながら本当に世の中に求

められる研究やその先のサービスやプロダクトを創出・実行する活動をスピード感持って進めて

いきたい。

　フェーズ１では、ビジュアルレコーディングを使って合意形成を図り、４機関の女性研究者に

とっての「理想の共創プロセス」を開発した。開発したプロセスは今まだ机上の空論にすぎない。

フェーズ２で具体的に山形県にフォーカスしたお題で未来の生活を考えることで、モデルケース

を作りながら、共創型プロセスの検証と精緻化を進めていく。
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（1）制度の目的

　連携機関に所属する女性研究者に必要な研究費の支援を行い、研究力を向上することができるよ

うに、平成27年10月22日から、新たに「共同研究への研究費支援」（以下「女性代表共同研究費支

援制度」という）を実施した。これは連携機関に雇用されている女性研究者が研究代表者となって、

当該研究代表者が所属する機関以外の連携機関に所属する女性研究者等と共に行う研究を支援する

ものである。

（2）申請状況と審査結果

　平成27年度の募集に対し、合計８件の共同研究の申請があった。これらの申請内容を審査するた

めに、連携機関の事業実施責任者及び山形大学男女共同参画推進室チーフ・コーディネーターの４

名で構成される「ダイバーシティ共同研究支援審査会」を設置した。審査会は申請書に基づき、当

該研究の社会貢献度、有用な研究であるか、研究計画及び支出計画について審議し、支援内容を決

定した。

　平成27年度は８件の共同研究申請に対し８件が採択された。その内訳は山形大学５件、山形県立

米沢栄養大学３件である。

＜平成27年度　女性代表共同研究支援制度＞

申請数 ８件
採択数 ８件

（3）平成27年度に採択された女性代表共同研究

　平成27年度に採択された８件の女性代表共同研究は以下の通りである。女性代表共同研究のテー

マ、研究対象は、各領域において取り上げられることが少ないものであり、研究者の職位、共同研

究メンバーの職位、性別ともに多様である。研究テーマ及び共同研究メンバーともにジェンダー・

センシティブな研究である。

１．木村　直子（山形大学・農学部・教授）

　　テーマ「哺乳類卵子のクオリティを改善する回復培養系の開発と健康栄養学的視点から女性の

生殖寿命の向上を目指す研究」

２．黒谷　玲子（山形大学・大学院理工学研究科バイオ化学工学専攻・准教授）

　　テーマ「新しいサプリメント開発を目指した肺発生促進制御の解明」

３．泉　　小波（山形大学有機エレクトロニクス研究センター・産学連携准教授）

　　テーマ「印刷法を用いたフレキシブル運動ストレスセンサの開発」

４．大森　　桂（山形大学・地域教育文化学部・准教授）

　　テーマ「身体活動量と骨量等身体組成の相互関連性に関する基礎的研究」

4-3︱女性代表共同研究費支援制度
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５．宮　　　瑾（山形大学・工学部システム創成工学科・助教）

　　テーマ「さくらんぼ鮮度保持用自己湿度管理と保冷機能を持つゲル新素材の開発」

６．大和田浩子（米沢栄養大学・健康栄養学部・教授）

　　テーマ「身体障がい者の骨密度の分布と関連要因に関する検討」

７．笠原　賀子（米沢栄養大学・健康栄養学部・教授）

　　テーマ「ロボットと楽しく学び合う健康と栄養教育プログラムに関する研究」

８．山口　光枝（米沢栄養大学・健康栄養学部・講師）

　　テーマ「可食インクを用いた、見て楽しい食材の開発と保育所給食や学校給食への導入」

表　平成27年度女性代表共同研究採択一覧１

１ ２ ３ ４
研究代表者 木村　直子 黒谷　玲子 泉　　小波 大森　　桂

所　属

山形大学・
農学部・教授

山形大学・大学院理
工学研究科バイオ化
学工学専攻・准教授

山形大学有機エレク
トロニクス研究セン
ター・産学連携准教
授

山形大学・地域教育
文化学部・准教授

テーマ

哺乳類卵子のクオリ
ティを改善する回復
培養系の開発と健康
栄養学的視点から女
性の生殖寿命の向上
を目指す研究

新しいサプリメント
開発を目指した肺発
生促進制御の解明

印刷法を用いたフレ
キシブル運動ストレ
スセンサの開発

身体活動量と骨量等
身体組成の相互関連
性に関する基礎的研
究

研究期間
平成27年10月１日

～
平成28年３月31日

平成27年11月１日
～

平成28年３月31日

平成27年10月１日
～

平成28年３月31日

平成27年10月１日
～

平成28年３月31日

共同研究者
１

早坂　美希
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学部・
助手）

山田　英明
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学科・
教授）

南　　　豪
（山形大学有機エレ

クトロニクス研究セ
ンター　助教）

大和田浩子
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学科・
教授）

共同研究者
２

鈴木　一憲
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学部・
教授）

山口　光枝
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学科・
講師）

加藤　守匡
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学科・
准教授）

共同研究者
３

大和田浩子
（山形県立米沢栄養

大学・健康栄養学科・
教授）

共同研究者

４

時任　静士
（山形大学有機エレ

クトロニクス研究セ
ンター　卓越研究教
授）
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表　平成27年度女性代表共同研究採択一覧２

５ ６ ７ ８
研究代表者 宮　　　瑾 大和田浩子 笠原　賀子 山口　光枝

所属
山形大学・工学部シ
ステム創成工学科・
助教

米沢栄養大学・健康
栄養学部・教授

米沢栄養大学・健康
栄養学部・教授

米沢栄養大学・健康
栄養学部・講師

テーマ

さくらんぼ鮮度保持
用自己湿度管理と保
冷機能を持つゲル新
素材の開発

身体障がい者の骨密
度の分布と関連要因
に関する検討

ロボットと楽しく学
び合う健康と栄養教
育プログラムに関す
る研究

可食インクを用いた、
見て楽しい食材の開
発と保育所給食や学
校給食への導入

研究期間
平成27年10月１日

～
平成28年３月31日

平成27年10月１日
～

平成28年３月31日

平成28年２月１日
～

平成28年３月31日

平成28年２月１日
～

平成28年３月31日

共同研究者
１

笠原　賀子
（米沢栄養大学・健

康栄養学部・教授）

大森　　桂
（山形大学・地域教

育文化学部・准教授）

加納　寛子
（山形大学・基盤教

育院・准教授）

泉　　小波
（山形大学・有機エ

レクトロニクスセン
ター・産学連携准教
授）

共同研究者
２

金谷　由希
（米沢栄養大学・健

康栄養学部・助教）

金谷　由希
（米沢栄養大学・健

康栄養学部・助教）

共同研究者
３

田中　佑季
（米沢栄養大学・健

康栄養学部・助手）

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）

事業に係る共同研究への研究費支援に関する要領

平成27年10月22日制定

国立大学法人山形大学長

大日本印刷株式会社研究開発センター長

山形県公立大学法人山形県立米沢栄養大学長

１．目的

　山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形県立米沢栄養大学（以下「連携機関」

という。）に所属する女性研究者に必要な研究費の支援を行い、研究力の向上を図ることを目的

とする。

２．事業の概要

　ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業（以下「ダイバーシティ事業」と

いう。）は、連携機関に雇用されている女性研究者が研究代表者となって、当該研究代表者が所

属する機関以外の連携機関に所属する女性研究者（非常勤の女性研究者（週の勤務時間が30時間
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以上で雇用期間が２ヶ月を超える者をいう。）を含む。以下同じ。）と共に行う研究（以下「共同

研究」という。）を支援するものである。

３．支援の申請

（１）申請は、連携機関に所属する女性研究者で、共同研究の代表となる者（以下「女性研究

代表者」という。）が行う。

（２）研究支援を受けようとする女性研究代表者は、各連携機関が定める期日までに女性代表

共同研究支援申請書（様式１）（以下「申請書」という。）を提出しなければならない。

ただし、100万円以上の設備備品を含む場合は、当該設備備品の見積書を添付しなけれ

ばならない。

４．支援の対象となる共同研究

　次に掲げる全ての条件を満たす研究とする。

（１）平成27年10月１日以降に開始する共同研究

（２）女性研究代表者が所属する機関以外の連携機関が雇用する女性研究者が１人以上含まれ

ている共同研究

（３）男性研究者が入る場合にあっては、同一機関に所属する女性研究者が１人以上含まれて

いる共同研究

（４）平成30年３月31日までに学会等での発表又は学術誌への論文投稿の手続きが完了する共

同研究

５．支援決定数

　特に有用な研究プロジェクトである共同研究を数件決定する。

６．支援期間

　研究支援期間は、単年度とする。なお、既に支援を受けた共同研究にあっては、次年度以降も

継続して申請ができるものとする。

７．支援対象経費

　支援の対象となる経費は、次に掲げるものとする。

（１）設備備品費（各連携機関の定めるところによる。）

（２）消耗品費（設備備品以外の物品の購入経費をいう。）

（３）旅費（当該研究に係る成果発表のための学会参加又は当該研究に係る打合せに限る。）

（４）その他特に必要と認める経費（通信運搬費、借損料、印刷製本費、雑役務費等をいう。）
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８．申請内容の審査及び支援の決定

（１）女性研究代表の共同研究に係る支援を審査するために、「ダイバーシティ共同研究支援審

査会」（以下「審査会」という。）を置く。

（２）審査会は、各連携機関の事業実施責任者及び山形大学男女共同参画推進室チーフ・コーディ

ネーターで組織する。

（３）審査会は、申請された申請書について、特に有用な研究プロジェクトであるか並びに研

究計画及び支出計画の妥当性を審査する。

（４）審査会は、申請内容に関し説明を求める必要があるときは、研究代表者からのヒアリン

グを行うことができる。

（５）審査会での審査結果は、山形大学ダイバーシティ連携推進会議において、当該共同研究

が特に有用な研究プロジェクトであるか並びに研究計画及び支出計画について審議し、

支援内容を決定する。

９．支援経費の執行

（１）支援経費から支出できるものは、事前に申請し承認を得た支援対象経費に限る。

（２）前号の執行に際して、支出計画に変更が生じたときは、事前に審査会と協議し承認を得

るものとする。

10．判定結果の公表

（１）採択された共同研究については、連携機関のホームページ、広報誌等により公表するも

のとする。

（２）採択された共同研究について、研究成果報告会等での発表を依頼されたときは、積極的

に応じるものとする。

（３）前２号の場合において、特許等の知的財産に関わる共同研究であるときは、公表しない

ことができる。

11．支援実績報告書の提出

　支援を受けた女性研究代表者は、支援を受けたことによる研究成果等及び研究経費の執行状況

を女性代表共同研究支援実績報告書（様式２）により翌年度の４月５日までに所属連携機関に提

出しなければならない。

　　　附　則

　この要領は、平成27年10月22日から施行する。
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「研究費獲得セミナー～科研費を中心として～」

日時：平成27年12月３日（木）　14時40分～15時40分

場所：山形県立米沢栄養大学　D302教室　（山形県米沢市通町6-15-1）

参加者：21名（男性９名、女性12名　内訳：大学研究者19名、企業関係者２名）

講師：東北大学大学院農学研究科　教授　山下　まり　氏

【目的】
　女性研究者の研究力向上とリーダー育成を目指し、外部研究資金獲得等のためのセミナーを開催

するもの。

【内容】
　天然物化学を専門とし、教育、研究、社会活動等多方面で

活躍している山下まり氏を講師に迎え、科研費の獲得を中心

とした、研究費獲得セミナーを開催した。

　本セミナーでは、科研費の特徴として支援対象となる研究

分野の幅広さ、審査・評価システム、可能な限り研究費の使

途を制限しない柔軟性、機関管理による適正執行などについ

てお話しいただいた。また、科研費採択に向けた申請書作成

のためのポイントや、テクニック、書面審査の評価基準につ

いて説明いただき、科研費申請書の具体的事例紹介を交えた

実践的なセミナーとなった。

4-4︱研究費獲得セミナー
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山下まり氏による研究費獲得セミナーの様子
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合宿の概要と講師の紹介

　2016年３月21日（月）、22日（火）の１泊２日、神奈川県足柄下群箱根町にあるDNP創発の杜箱

根研修センターにて連携機関に所属する女性研究者13名（山形大学女性研究者２名、米沢栄養大学

女性研究者１名、大日本印刷株式会社女性研究者９名（メンター含む）と、大日本印刷より総括責

任者（三宅）を含む男性管理職２名が参加する自己啓発合宿が開催される。当研修センターは、大

日本印刷のグループ会社が運営する研修やワークショップのために最適化された研修専用施設であ

り、集中して合宿を行うには最も適した施設である。

　この合宿は、連携機関に所属する女性研究者の研究開発能力、マネジメント能力、マーケティン

グ能力を育成し、自己の啓発を推進することを目的としている。大日本印刷株式会社が2012年より

スタートさせたメンター育成プログラムにご協力いただいいるライフデザインズ・オフィス代表　

小西ひとみ氏に企画より加わっていただく。小西氏は、横浜生まれ。広告代理店のアートディレクター

を経て、1982年、エイボンプロダクツ株式会社マーケティング部に入社。営業部長となり、人材開

発部、セールストレーニング部を歴任し、同社退職後、外資系企業を経て、現在ライフデザインズ・

オフィスの代表を務めている。また、NPO法人GEWEL（ジュエル）において、７年間理事としてダ

イバーシティの推進を支援したのち、現在一般社団法人セルフ・エスティーム研究所の理事に就任し、

自己効力感を中心にセルフ・エスティーム、レジリエンスについての研究活動を行っている。「自分

の力を最大限に引き出すために」をテーマに企業・行政などでキャリア開発を目的とした研修、講

演を行っておられ、著書として『わたし色のキャリアを紡ぐ』（北辰堂）がある。

　プロフィール概要
　小西ひとみ氏（http://www.konishihitomi.com）
　放送大学大学院　文化科学研究科修士。
認定心理士、CDA養成講座のJCDA認定講師、キャリア・カウンセラー（CDA）、MBTI認定ユーザー
（Japan-APT正会員）　、日本心理学会会員。

　小西氏には本事補助業終了まで、連携機関に所属するする女性研究者の成長にお力添えをいただ

く予定である。

4-5︱自己啓発合宿

図24　小西ひとみ氏 図25　小西ひとみ氏著書
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合宿１日目

　１日目は、自己紹介を兼ねたオリエンテーションから始まり、小西氏のご講演となる。内容は、

本合宿参加者より事前に『（公私に関わらず）あなたにとってキャリアアップのために解決したいこ

と、一番困っていること』をヒヤリングし得られた回答を反映したものとなる。その後、４～６名

の３グループに分かれ質問会議を行う。この質問会議は、米国で開発されたもので、国内ではNPO

法人日本アクションラーニング協会（代表　清宮普美代氏）が普及を図っており、参加者が単に意

見交換をするわけではない。解決したい問題を提示する「問題提示者」１人と質問役に徹する他の

参加者、そしてファシリテータとしてアクションラーニング（AL）コーチ１人で１つのグループを

構成し、質問者による問題提示者への質問とそれに対する応答のみで進んでいく。なお今回は、AL

コーチ役をメンター育成プログラムを修了した大日本印刷株式会社研究開発センター（以下、大日

本印刷研究開発センター）のメンター（女性研究者）が務める。大日本印刷株式会社（以下、大日

本印刷）では毎年、全ての職種を対象とした「女性社員活躍推進ネットワーク・ミーティング」を

全社的に開催しており、この中で実施される質問会議のALコーチ役をメンターが務めることにより、

ALコーチ役としての経験を積んでいる。この会議では「平等・尊重・傾聴」が原則、建設的ではな

い質問や意見などは禁止であり、そのような発言がなされないようALコーチが会議を見守り、必要

に応じて介入し、会議がルールに従って進行するよう促す。「問題提示者の問題」→「提示された問

題に対する質疑応答」→「質疑応答の振り返り」→「問題の本質のありかを整理する問題の再定義」

というプロセスを経ることにより、問題提示者を含む参加者全員に「気づき」が生まれ、再定義さ

れた問題に対する解決のための目標を設定し、具体的な行動計画をたてて会議が終了する。質問会

議では、１つのグループに連携機関の女性研究者が必ず１名以上含まれるよう構成することで、研

究だけではなく生活環境までもが異なる連携機関の女性研究者からの多角的な視点での質問と応答

がなされることにより、より多くの「気づき」が得られることが期待されるが、今回は各機関の構

成比が異なるため、残念ながらグループ構成に偏りが生じる。この点については、大日本印刷のAL

コーチ役が留意し進行をすることで補う。また、質問会議には、問題解決だけではなく、同じグルー

プの人たちと共に、問題提示者が提示した１つの問題の解決に向かって一丸となって取組んでいる

ことを実感することにより、今後、本補助事業を通じて共に成長をしていく連携機関の研究者との

間の一体感を高める効果がある。本合宿では、２回の質問会議を各回のグループ構成を変えて実施

する予定である。

合宿２日目

　２日目は、小西氏による前日の振り返りの後、各人がキャリアビジョンシートを作成していく。キャ

リアビジョンとは、「将来ありたい姿」であり、現実的な目標を掲げるキャリアプランとは異なり、

これから先、５年、10年後、どのような自分でありたいか、という願望であり、自分を支えていく

ものである。キャリアビジョンの描き方には｢Forecast（フォーキャスト）」と「Backcast（バックキャ

スト）」の２つの方法があるが、今回の合宿では、Backcastで５年後のビジョンを描き、その姿を実

現するために時間をさかのぼり、どうすればよいのかを考え、最後には、「今、何をすべきか」とい
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う行動計画を各自立てる。

　作成したキャリアデザインシートをグループ内で共有した後、各人が立てた行動計画を参加者全

員の前で宣言、共有して合宿を終了する。

　今年度の自己啓発合宿は、本補助事業における初年度の合宿であることから、女性研究者への自

己啓発意識の種まき、という位置づけとし次年度からの戦略的活動に繋げるものとなる。

キャリアデザインシート

自己啓発合宿　スケジュール概略

３月21日（月）
11：00 箱根湯本駅 集合
11：30 到着（チェックイン）

12：00 ～13：00 昼食
13：00 ～18：00 研修
18：00 ～20：00 夕食懇談会

３月22日（火）
07：00～08：30 朝食（チェックアウト）
09：00～11：30 研修
11：30～12：30 昼食

12：30 終了
13：00 箱根湯本駅 解散

＊適宜15分の休憩
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4-6︱メンター制度
（1）目的

　　山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター及び山形県立米沢栄養大学に所属する研究者が、

連携機関内外のメンターとのメンタリングを行うことにより、人的ネットワークを拡げ、職場への

適応やワーク・ライフ・バランスを図り、研究の継続と研究力の向上を目的として、メンター制度

を実施する。

（2）各連携機関のこれまでの実績や状況

　①山形大学

　　　平成22年度から女性研究者支援メンター制度を実施し、女性の若手研究者や新任者が、先輩

研究者であるメンターと相談することで、職場に適応し、教育や研究に能力を発揮することが

できるように支援を行ってきた。

　　　平成23年度から、学内のメンター名簿をホームページ上に公開してメンター制度の利用を促

している。平成27年度は、様々な分野から21名がメンターとなっている。

　②大日本印刷株式会社　研究開発センター

　　　大日本印刷株式会社は、印刷技術と情報技術の応用・発展によって、あらゆる業種・業態の

企業や生活者の課題を解決していく多彩な事業で成り立っている。そこで、早くからダイバー

シティ推進は重要な課題であるとして、平成18年から「女性社員の活躍支援ミーティング」を

開催し、平成25年６月から全社的に「メンター制度」に取り組み、女性メンターの育成を行っ

ている。

　　　女性メンターが中心となり事業部ごとに独自に活動を発展させ、継続的に女性社員の活躍支

援を行っている。これらが認められ、平成26年、経済産業省のダイバーシティ経営企業100選

に選ばれている。

　③山形県立米沢栄養大学

　　　開学間もない大学であり、女性研究者比率が高く、学長・学部長も女性であることから特に

メンター制度は設けていない。

（3）３機関によるメンター制度の概要

　①支援対象者の拡大と上位職者の増加

　　　既に実施している機関においては、メンター制度を継続しながら、新たに３機関よるメンター

制度を実施し、メンターを広く求め、よりニーズに対応したメンタリングを実施できるように

する。支援対象者を若手研究者や新任者に限定せず拡大することにより、上位職者の増加にも

繋げる。

　②連携事業の人的ネットワークの活用
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（1）「山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター、山形県立米沢栄養大学の
女性研究者シーズ集」

　平成28年３月、ダイバーシティ連携推進会議は、女性研究者を含む共同研究促進のために、３機

関（山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター、山形県立米沢栄養大学）に所属する女性研

究者のシーズ集を発行した。その目的は、本事業の柱の１つである女性研究者を含む共同研究促進

のためである。３機関合計24名の女性研究者が掲載された。配布対象は３機関の研究者、大学、関

連企業である。また、本シーズ集は山形大学男女共同参画推進室のダイバーシティ研究環境実現イ

ニシアティブ事業（連携型）ホームページに掲載予定である。

（2）連携機関研究所紹介リーフレット「女性研究者が未来を創る」

　平成28年３月、ダイバーシティ連携推進会議は、３機関がもつ各研究所や研究装置を紹介するリー

フレット「女性研究者が未来を創る」を発行した。その目的は、女性研究者や高校、大学・大学院

に所属する女性たちを対象に、３機関がもつ各研究所や研究装置を紹介することで、共同研究への

参画に関心を高めることである。

　３機関の５つの研究所（「山形大学高感度加速器質量分析センター」「山形大学国際事業化センター」

「山形大学有機エレクトロニクス研究センター」「山形県立米沢栄養大学地域連携・研究推進センター」

「大日本印刷株式会社研究開発センター」）について６人の女性研究者が紹介している。配布先は大学・

連携機関等である。また、本リーフレットは山形大学男女共同参画推進室のダイバーシティ研究環

境実現イニシアティブ事業（連携型）ホームページに掲載予定である。

4-7︱女性研究者シーズ集や研究施設・設備の紹介リーフレット作成

図26　シーズ集表紙 図27　シーズ集研究者ページ
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（3）山形大学実証工房「スマート未来ハウス」紹介リーフレット「これからのくら
しを創る研究を一緒にしませんか？　スマート未来ハウス」

　平成28年３月、ダイバーシティ連携推進会議は、有機エレクトロニクスデバイスやセンシングシ

ステムなどの先端技術の実証を行っている山形大学実証工房「スマート未来ハウス」を紹介するリー

フレット「これからのくらしを創る研究を一緒にしませんか？　スマート未来ハウス」を発行した。

その目的は、女性研究者や高等学校、大学・大学院に所属する女性たちを対象に、スマート未来ハ

ウスの設備やそこで行われている研究について紹介し、共同研究への関心を高めることである。

　本リーフレットは、「スマート未来ハウス」で行われているフレキシブルデバイス研究（大判の壁

掛けディスプレイや絆創膏の形をしたセンサーを実現する有機トランジスタの応用研究）や、ベッ

ドに寝た人の呼吸や心拍数などさまざまなデータを計測し、住む人が健康になる研究について、３

機関（山形大学、大日本印刷株式会社研究開発センター、パラマウントベッド株式会社パラマウン

トベッド睡眠研究所）に所属する２人の女性研究者と１研究グループが紹介している。配布先は大学・

連携機関等である。また、本リーフレットは山形大学男女共同参画推進室のダイバーシティ研究環

境実現イニシアティブ事業（連携型）ホームページに掲載予定である。

図28　「女性研究者が未来を創る」表紙 図29　「女性研究者が未来を創る」２、３ページ

図30　スマート未来ハウス表紙 図31　スマート未来ハウス２ページ目
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5 女性研究者の裾野拡大

　女性研究者育成のための博士後期課程進学セミナー

　「フランスで女性博士はどのように育成されるか」

日時：平成28年１月20日　16:30～17：30

会場：山形大学理学部13番教室

講師：Christine Detrez（クリスティーヌ・デトレーズ）

　１月20日、山形大学小白川キャンパス理学部の教室を会場に、フランスのグランゼコールの一つ

であるリヨン国立高等師範学校から、Christine Detrez（クリスティーヌ・デトレーズ）氏（社会学

教授）を迎えて大学院進学セミナーを開催した。

　これは女性研究者育成のため、文部科学省の補助金（文部科学省科学技術人材育成費補助事業　

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型））を受けて山形大学・大日本印刷株式会社研

究開発センター・山形県立米沢栄養大学の３機関で連携し、フロンティア有機材料システム創成フ

レックス大学院と共催で実施したもので、学生と教職員17名が参加した。

デトレーズ氏の講演内容

　男女のジェンダーは、赤ん坊や子どもの時から接する言説、相互作用やモノによって作られます。

昨年のクリスマス・プレゼントの広告を見てください。男の子用には組み立てるおもちゃを、女の

子用には小さい子や動物を世話するおもちゃが売られています。赤ん坊の時からこのような社会化

は始まり、私たちの自尊心に影響を与えています。

　フランスでは高校の科学（専門科目）は各自のレベルが考慮されます。しかし女性高校生たちは

科学で良い点を取っても、科学を選択しません。これは自尊心が低いことが進路選択に影響すると

いうことの一事例です。この傾向は高校卒業後も続きます。フランスでは、大学進学率は男性より

も女性の方が高く、2000年以降は博士号取得者も女性の方が多いのですが、女性の専攻を見ると、

理系では人や動植物のケアに関わる医学や生物学が多く、工学や電気・機械分野に進学する女性比

率は約２割に留まっています。

　女性は妊娠・出産後も働き続ける人は多い（３人目の子どもを持つと退職する人がいる）ですが、

専門職にあまり就こうとしないという課題を抱えています。また、女性たちは上位職や給料の良い

仕事に就こうとしません。これらの改善のためには４つのポイントがあります。１．法律の整備、２．

女性のロール・モデル、３．女性が自信を持つこと、４．組織改革（女性管理職を増やすこと）です。

5-1︱博士課程進学セミナー
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図34

デトレーズ氏と参加者との懇談会

　学生から、「女性は子どもが３人生まれるまでは、仕事を続けるのが当たり前ということだが、日

本ではどうして難しいのか」という質問に対して、デトレーズ氏から、「良き母であることと、良き

働き手であることは両立できます。フランスでは男性が育児をすることも当たり前で、保育制度も

整っていることから、自分も３人の子どもを育てています」という回答があった。また別の学生か

ら「フランスでは女性の立場がもっと上だと思っていた。日本と同じ状況だとお聞きし驚いた」「フ

ランスと日本が力を合わせてジェンダー問題を無くしていければいいと思った」という感想が寄せ

られた。

　その他の参加者から、「フランスでも理系に進む女性が少ないことに驚いた。『ジェンダーは文化的、

歴史的なものだから変えられる』の言葉が印象に残った」「４のカンパニーオーガニゼーションが重

要だ。大学が社会の先陣を進めば、世の中は変わると思う」という感想があった。

　大学院進学希望の学生とそれを応援する教職員が参加して、大学全体で「学びたい」という多様

な人々を支援する体制の構築に向けたセミナーとなった。

図32　クリスティーヌ・デトレーズ氏 図33　博士課程進学セミナー
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5-2︱交換留学プログラム
①企業女性研究者が留学生として大学へ

プログラムの概要

　2016年２月11日（木）～13日（土）の２泊３日、大日本印刷株式会社研究開発センター（以下、

大日本印刷、または大日本印刷研究開発センター）の女性研究者２名（山下かおり、桑原尚子）が

留学生として山形大学農学部（鶴岡市）、山形大学工学部（米沢市）、米沢栄養大学を訪問した。本

プログラムの目的は、大学の女性研究者と企業の女性研究者、お互い異なる環境・文化を有してい

る研究者と接することで、女性研究者にとっての不安や課題を普段とは異なる視点で直に感じ取る

ことにより、潜み気づいていなかった女性研究者にとっての阻害要因を互いにみつけ、それらを共

に改善することで女性研究者にとってワーク・ライフ・バランスを保ち、そして成長し続けていく

ことの環境づくりを図ることにある。

山形大学農学部、木村直子教授研究室見学

　留学プログラムは、山形県鶴岡市にある山形大学農学部、木村直子教授の研究室の見学から始まっ

た。木村教授のご専門は動物機能調節学、哺乳類卵母細胞の減数分裂機構，家禽類の生命工学技術

の開発に携わっている。

　研究室に在籍している学生は、博士課程１名（男性）、修士課程１名（男性）、学部４年生４名（女

性３名、男性１名）、学部３年生４名（女性）。修士課程への進学率は30％と比較的山形大学の中で

は比較的高いといえる。しかしながら、女子学生については、学士にて胚培養士として就職する学

生が多く、「大学は職業訓練所ではない。もったいないと感じている。」という木村教授の言葉が非

常に強くに印象的に残っている。

　研究室について一通りのご説明をしていただいた後、２名の女子学生に卵母細胞を用いた実験の

様子を見せて頂いた。実験の目的や原理などを説明して頂いたが、異分野の我々にも充分理解ので

きる説明であった。異分野の研究者に研究内容を正確に伝えることができる、研究者にとって非常

に大切なことであるが決して容易ではない。学部生にその能力が備わっていることに非常に関心した。

これも木村直子教授の若手研究者への指導力の高さの表れであろう。本事業を通じて、そのノウハ

ウをぜひとも会得し、研究者としての成長に繋げていきたい。
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山形大学工学部副部長・男女共同参画推進担当、落合文吾教授との懇談

　山形大学工学部、落合工学部副部長の元を訪れ、山形大学の特徴について伺うと共に、本事業の

取組のひとつである大日本印刷主催の『共創ワークショップ（サービスデザインプロジェクト）』の

Ｈ28年４月以降の活動について意見を交わした。

　本事業の中心となる山形大学工学部における女性学生の比率は10％。分野別に見るとバイオ系が

50％、高分子系と化学系が10％以上で工学系は非常に少ないとのこと（日本では女性研究者の割合

が主要国と比較して非常に低いだけではなく、将来の女性研究者のたまごとなる女子学生の割合も

非常に低いといえる）。しかしながら、修士課程への進学率に男女差はない。就職に関していえば、

学士では技術系職種への就職は厳しく、修士であっても、技術系職種の就職は県外へ。女子学生の

特長としては、地元志向の強い女性は優秀であっても修士課程へは進学せずに、学士で分析、生産

管理者として地元企業に就職、または文系職種へと就職しているのが現状とのお話を伺った。

　また、落合工学部副部長はサービスデザイン思考に対する関心が非常に高く、さまざまな意見を

交わしたのち、本事業のサービスデザインプロジェクトへもお力添えをいただけるとの有難いお言

葉を頂戴し、予定の１時間を大幅に超える１時間半の懇談を終えた。

重要文化財　旧米澤高等工業学校本館の見学

　山形大学工学部の大学敷地内にある旧米澤高等工業学校本館を、山形大学工学部同窓会、一般社

団法人米澤工業会理事長、山崎洋一郎氏にご案内いただいた。

　米澤高等工業学校は、東京、大阪、京都、名古屋、熊本、仙台に続き、７番目の高等工業学校と

して1910年３月に開設、学制改革によって山形大学工学部となる。1973年に国の重要文化財に指定、

平成12年、米澤高等工業学校は創立90年を迎え、創立90周年記念展示館として現在に至る。

　展示室には、溢れんばかりの歴史的資料が展示されており、山形県の歴史の深さ、山形大学の歩

みをうかがい知ることができたその中でも特に、米沢市と織物の歴史について詳しく話を伺った。

　山形県米沢市で生まれた米沢織（米沢市、長井市、西置賜郡白鷹町一帯で生産される織物の総称）

の歴史は200年あまりの歴史を誇る。繊維産地においては、日本最北の産地であり、織物の素材は、

青苧に始まり、絹・人絹・化学繊維と推移し、現在、天然繊維と化学繊維の総合産地となっている。

　米澤高等工業学校、秦逸三教授は、1915年に当時閉鎖中であった山形県米沢市館山の米沢製糸場

を買取り、東工業株式会社米沢人造製糸製造所を

設立、日本発の人造絹糸を創り上げ、当時、創業

と共に高い業績を上げた。本事業の取組の１つで

あるサービスデザインプロジェクトに協力企業と

して参加をしている帝人株式会社の歴史の始まり

である。米沢では、全国に率先して人絹応用の織

物の研究開発が進み人絹撚糸は高く評価されてお

り、人絹及び人絹交織を主流とした米沢織は、合

成繊維織物などの新しい品種の開発や仕上げ加工
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技術の進歩に対応して、高級婦人服地への応用など新分野を確立している。

　米沢織の歴史に触れることにより、研究から事業化、そして市場の拡大における、『絶えず挑戦し

続ける姿』を学んだ。

山形大学工学部、黒谷玲子准教授研究室見学

　黒谷玲子准教授のご専門は、分子生物（遺伝子工学）、生理学であり、呼吸器疾患を治す新薬の開

発に携わっている。研究室に在籍している学生は全員男子学生であり、学部４年生４名、学部３年

生４名の合計７名。

　黒谷准教授から学んだこと、それは『自分のやりたい研究をやるためには自分の道は自分で切り

開く』その不屈の精神である。日本国内だけには収まらず、メンターとなるべき女性研究者を求め

て海外の女性研究者３名に師事を仰いだとのこと。大日本印刷研究開発センターに籍をおく女性研

究者の中には黒谷准教授のように、自分の道を自分で切り開いていこうという意志をもつ研究者も

多いが、切り開く方法を模索するもそれを実現することがなかなかできていないというのが現実で

ある。先生は『研究が好き』という気持ちに支えられて、大変なことも乗り越えてこられたとおっ

しゃっていたが、正に研究者にとって『研究が好き』であることは研究者を続けるうえでの必須条

件のひとつであろう。しかしながら、“企業の” 研究者には利益に繋がる研究を行うことが求められ、

『研究が好き』という感情がいつしか薄れてしまう研究者も少なくはない。

　本事業を通して女性研究者を増やすには、女性研究者を減らさないことも重要である。未来の日

本を担う若手女性研究者が研究者であり続けるために『研究が好き』という思いをなくさないよう

な取組も考え、実施していきたい。

米沢栄養大学訪問

米沢栄養大学出席者

　米沢栄養大学健康栄養学部健康栄養学科長　鈴木一憲教授

　米沢栄養大学総務企画課法人企画専門員　　加藤嘉明氏

　米沢栄養大学　江口智美助教

　米沢栄養大学　早坂美希助手

　まずは、米沢栄養大学健康栄養学部健康栄養学科長、鈴木一憲教授より米沢栄養大学の全般的な

お話を伺った。米沢栄養大学は国家資格である管理栄養士を育てる山形県唯１つの大学である。栄

養の指導に従事する栄養士に対し、管理栄養士は、食や栄養の面から健康の維持増進や疾病の予防・

治療の一翼を担う。

　山形県は塩分の摂取量が47都道府県中２番目に多く、高血圧患者数はワースト１である。この事

態を改善すべく、山形県では食育、特に給食の改善に力を入れており、県や市より改善のための共

同開発の依頼が多く寄せられるとのことであった。地域に根差した研究を行っているということが

この大学の特長のひとつであると感じた。これは研究者が所属する研究室・部門・部署、研究者個
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人にも当てはまることであり、プロフェッショナルであること、特色をもっていること、これが共

同開発の仲間や新しい研究の種を得る武器のひとつであろう。『私は～のプロフェッショナルであり、

誰も負けない』といえること、これも研究者として成長し続ける要件であることを今回の留学で再

認識した。

　引続き、江口助教、早坂助手よりそれぞれの研究の概要について説明を頂いた。江口助教の研究テー

マは高齢者向け食品の物性・咀嚼性・嗜好性、ゲル状食品・含泡食品のテクスチャ（食感）制御に

ついて、早坂助手は山形大学医学部が行っている山形県コホート研究で得られた特定健康診査と食

事パターンと疾病の発症の関連について研究をされている。

　ここで一旦、鈴木教授と加藤氏に席を外していただき、江口助教、早坂助手と女性研究者４名の

みで意見交換を行った。米沢栄養大学は講座制ではないため、男女関係なく好きなテーマを研究と

して掲げることができる。大学から支給される研究費は決して多くはなく、研究費用は自ら外部資

金（助成金）を獲得しなければならない（この点については山形大学と同じ）。この外部資金獲得す

ることは女性研究者にとって容易なことではない。それは決して実績だけのことをいっているので

はなく、ワーク・ライフ・バランスを考えると３年や５年といった長期のプロジェクトへの応募は

そのライフステージ（出産、子育てなどにおる研究の中断）において躊躇われる場合があるとのこ

とである。

　女性研究者を増やすには、このジレンマを解消

するような仕組みを構築しなければならないであ

ろう。

　最後に、鈴木教授に学内を案内して頂いた。充

実した設備を有しており、中でも給食業務の流れ

や大量調理の方法と技術、衛生管理を学ぶことの

できる調理施設は素晴らしい設備であった。

②女子学生が企業へ

プログラムの概要

　2016年２月17日（水）～19日（金）の２泊３日、山形大学３名、米沢栄養大学１名の留学生を

大日本印刷研究開発センター（千葉県柏市）へ招いた。本プログラムの目的は、企業に籍を置く女

性研究者の研究に対する姿勢とそれを取り巻く環境を女子学生が実体験することで、女性研究者とは、

ひいては未来の自分の姿を具体化してもらい、博士課程進学者の増加を図ることにある。

参加留学生

　山形大学工学部　屋代和美さん（理工学研究科バイオ化学工学専攻博士前期課程１年生）

　山形大学農学部　岡部友香さん（食料生命環境学科４年生）

　山形大学農学部　鈴木瑞穂さん（食料生命環境学科４年生）

　米沢栄養大学　　藤本亜紀さん（２年生）
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主な内容

　①大日本印刷研究開発センターの紹介（研究管理部　大野浩平部長）

　②管理職講演「大日本印刷におけるダイバーシティの取組」（基盤技術開発本部　滝口理事）

　③女性研究者講演会と意見交換会

　④若手女性研究者との懇談会（評価解析技術研究開発本部、つくば市）

　⑤ラボ活動の紹介（研究開発センター　自主的ワーク）

　⑥管理職とのランチミーティング

　本プログラムに参加した理由については、教授

からの勧めであったり就職活動の参考（将来の方

向性を決めたい、企業研究の一環として）にする

ため、ということであったが、頂戴したアンケー

トの結果より、みな、目的以上のものを得て持ち

帰っていただけたようである。

大日本印刷（企業）におけるダイバーシティの取組に対して

　女性のライフイベントに配慮された取組が多くなされていると感じた。多種多様な価値観を取り

入れ成長していく大切さを実感した。実際に企業で行われている取組を知ることにより若いうちか

ら将来、キャリアを考えるよいきっかけとなった。

女性研究者と交流しての感想

　会社説明会やインターンとは異なり、年齢、ライフステージなど幅広い層の女性研究者と交流す

ることで自分の研究に対する不安の解消、キャリアを考える参考となった。子育てをしている女性

研究者のワークライフバランスについて知ることは将来の参考となった。

　また、企業では大学で研究していたことと異なる研究に携わる研究者が多いと改めて聞き、現在、

研究していることに囚われずに、他にもやりたいことに積極的に挑戦してみようと思った。

　ラボ活動の紹介では、自分の業務としても研究テーマの他に、自ら企画して研究活動ができるこ

とはよい環境であると感じた。

次年度交換留学に向けての宿題（アンケートより）

　主にライフイベントを経験した女性研究者との交流であったが、ライフイベントよりも研究を選

択した女性研究者とも交流がしたかった。また、女性研究者だけではなく、その周りを取り巻く男

性研究者との交流の機会があればよりよかった。

　などの声があった。次年度では本当の意味でのダイバーシティの観点で交流研究者の幅をより広げ、

より一層充実した取組としたい。
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5-3︱女性研究者　研究成果発表会
日時：平成28年３月９日（水）10時30分～12時00分

場所：山形県立米沢栄養大学　D301教室　（山形県米沢市通町6-15-1）

参加者数：41名

研究成果発表者：山形県立米沢栄養大学　金光秀子　准教授

　　　　　　　　山形県立米沢栄養大学　山口光枝　講師

　　　　　　　　山形大学工学部　　　　泉小波　産学連携准教授

【目的】

　女性研究者のキャリアパス支援の前段として、女性研究者の裾野の拡大を図ることを目的とし、

高校生、大学生、地域住民等を対象とした研究成果発表会を開催するもの。

【内容】

　山形県立米沢栄養大学金光秀子氏、同大学山口光枝氏、山形大学

泉小波氏の３名の女性研究者が、最新の研究成果について発表した。

　また、発表終了後、研究成果公表を兼ねて米沢栄養大学で研究・

開発した、減塩ラーメン等の試食提供があった。

１．開会挨拶　鈴木道子（山形県立米沢栄養大学長）

　ダイバーシティは『多様性』という意味で非常に幅が広い概念

ですが、女性研究者の研究環境で考えた場合、特に理系の研究機

関の中では女性の研究者がまだ少なく、また、その地位が低いと

いう現状にあります。それは女性個人の問題と言うよりは、研究

と生活の両立が困難な環境にあることが大きな課題であろうかと思います。少しでも多くの志あ

る女性が研究者となり、そして、そのキャリアを進めて行ける様な環境をつくっていくこと、そ

れが、本事業の大きな目標です。最終的には、女性研究者の数の増加、そして、女性研究者の上

位職者の増加をめざしています。本日の成果

発表会は、女性研究者の裾野の拡大につなげ

ていくことを目的として開催いたします。

２．「米沢らーめん」塩分濃度調査結果と「減塩

醤油スープ」の開発　金光秀子准教授（山

形県立米沢栄養大学）

　研究チームでは、米沢らーめんの塩分濃度

を調査し、減塩醤油スープの開発を行いました。まず『減塩しょうゆスープ』の開発に向けて、

塩分濃度を１％～1.2％へ減らし、スープの量は約400mlに設定しました。通常のらーめんより

40～50％の減塩になると予想されます。さらに、らーめん丼の形状も工夫し、スープ調味液（だ

し）をあわせて開発しました。次に、市民の健康を配慮し、顧客と減塩コミュニケーションを奨

励するため、健康のためにスープを残す場合、その意思表示を目的とした『減塩しています』カー

ドなどを作成しました。
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３．減塩ソーセージの開発と学校給食への導入の取組　山口光枝講師（山形県立米沢栄養大学）

　ソーセージのような加工食品や外食などの食塩相当量を少しずつ減らしていく『環境的アプロー

チ』が減塩対策として役立つと言われています。減塩ソーセージがそのきっかけになる可能性が

あり、減塩ソーセージの開発を目指しました。また、学校給食で利用すると、子どもたちが薄い

味になじむきっかけになり、さらに『減塩』を知り理解するきっかけになります。食塩摂取量の

減少、高血圧疾患患者の減少につながることが期待されます。

４．～未来の研究者に聞いて、感じて欲しい～　印刷と研究の話

　　泉小波産学連携准教授（山形大学工学部有機エレクトロニクス研究センター）

　いま山形大学で３次元的な曲面に微細な配線を印刷で形成し、エレクトロニクス機器を作製す

る技術の研究をしています。生活を豊かにするのは、お金ではなく科学技術の進歩だと思います。

すなわち、知識は蓄積され、新しい技術を生み出すことです。そして、後輩へのメッセージは、『私

たちは技術を享受するだけではなく、次の技術につなげる努力しなければならない』ことです。

５．質疑応答

質問：学校給食で減塩食品を取り入れるというのは大変ありがたい話です。ラーメンは通常のスー

パーで購入できますか。お値段は高めですか。

回答：販売予定ですので、近日中公開されると思われます。
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６．研究成果試食会：「減塩ラーメン」と「減塩ソーセージ」の試食

　試食会では、「減塩ラーメン」と「減塩ソーセージ」の試食が行われた。減塩ラーメンの感想と

して、「スープが非常においしかった。めんを入れるとうすいような気もしたが食べているうちに

丁度よくなりました」や、「減塩ソーセージのカレー味とプレーンはとても美味しかった。これは

小中学生も満足して食べられると思う」等が寄せられた。減塩ラーメンとソーセージの試食会は

大変好評だった。

７．アンケートの集計結果

　参加者人数41名、アンケート回収数29枚（有効回収率63.4％）
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6 広報活動・新聞報道等

　ダイバーシティ事業に関する広報活動を幅広く行った。まず、山形大学長定例記者会見を活用し、

本事業の内容についての発表や各イベントの紹介を行った。その結果、本事業に関する新聞報道や

テレビニュース報道が行われた。また、ホームページを新たに作り、山形大学男女共同参画推進室ホー

ムページのトップページにリンクを作成した。

　さらに、山形県男女共同参画センターの「チェリアフェスティバル2015」で、パネル展を行い山

形大学の取組を紹介したり、キックオフ・シンポジウムの開催については、国立女性教育会館ホー

ムページのイベント情報に掲載を依頼した。

【ホームページ】

http://www.yamagata-u.ac.jp/kenkyu/danjo/diversity/ 

【メールマガジン】

　隔月発行していた山形大学男女共同参画推進室メールマガジンを、ダイバーシティ事業スタート

以降、12月から適時情報発信のため毎月発行とした。

　山形大学男女共同参画推進　ぱれっと通信

　第43号（６月発行）、第44号（９月発行）、第45号（12月発行）、第46号（１月発行）、第47号（２

月発行）、第48号（３月発行）



106

【新聞等による報道】

■ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ採択の報道

平成27年９月22日（火）山形新聞２面（掲載了承済み）

■３機関合同キックオフ・シンポジウムの報道

　（１）山形新聞

平成28年２月５日（金）山形新聞掲載（掲載了承済み）
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　（２）米沢日報デジタル

 平成28年２月５日（金）配信
米沢日報デジタルニュース

（掲載了承済み）http://www.yonezawa-np.jp/html/newsmovie/2016/20160205mov3.html

　（３）米澤新聞

平成28年２月８日（月）米澤新聞（掲載了承済み）
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■女性研究者の活躍の報道

　本事業の「女性代表共同研究支援制度」に申請し、採択されて共同研究を行っている女性研究者（泉

小波 山形大学産学連携准教授）の活躍の報道

　（１）山形新聞

概要

　本学工学部有機エレクトロニクス研究センターの泉

小波産学連携准教授が取り組む印刷技術が用いた曲面

への微細回路形成の研究が科学技術振興機構（JST）

の支援対象に採択された。自動車の配線への応用に

よって軽量化による燃費向上などにつながる技術とし

て期待される。

平成28年２月20日（土）山形新聞26面（掲載了承済み）

　（２）朝日新聞

　　平成28年２月17日（水）26面

　　概要　本学工学部の泉小波産学連携准教授が曲面などに微細な電子回路を印刷できる装置の開

発に向けた装置の開発に向けた研究をしている。成功すれば製品の軽量化につながるという。

研究課題はJSTの探索試験に採択され、170万円の研究費を得た。

【テレビ報道】

　NHK山形ニュース　平成27年９月27日（日）昼　12：10～ニュース／夕方　18：45～ニュース

　「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ採択の報道」


